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サイプレスはインフィニオン テクノロジーズになりました
この表紙に続く文書には「サイプレス」と表記されていますが、これは同社が最初にこ
の製品を開発したからです。新規および既存のお客様いずれに対しても、引き続きイン
フィニオンがラインアップの一部として当該製品をご提供いたします。

文書の内容の継続性
下記製品がインフィニオンの製品ラインアップの一部として提供されたとしても、それ
を理由としてこの文書に変更が加わることはありません。今後も適宜改訂は行います
が、変更があった場合は文書の履歴ページでお知らせします。
 
注文時の部品番号の継続性
インフィニオンは既存の部品番号を引き続きサポートします。ご注文の際は、データシー
ト記載の注文部品番号をこれまで通りご利用下さい。
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AN218629は Traveoファミリ MCU と Traveo IIファミリ MCU (CYT2/CYT3/CYT4シリーズ) の比較について説明し

ます。 
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1 はじめに 

このアプリケーションノートは、Traveoファミリ MCUと Traveo IIファミリ MCUの比較について記述します。 

Traveoおよび Traveo II ファミリは、いずれも FLASHメモリを内蔵した 40nm CMOSテクノロジで製造されていま

す。 

システム設定用のいくつかのグローバルハードウェアトピックは異なり、一部のリソースも改善されていますが、下

位互換性があります。 

このアプリケーションノートは、2 つの主要なセクションがあります。1 つは自動車車体(ボディ)セグメント用で、

もう 1 つは自動車クラスターセグメント用です。ボディ・エントリ/ハイ製品ではボディ製品を比較し、クラスター

製品ではクラスター製品を比較します。製品ラインナップを表 1に示します。 

表 1. MCUの比較表 

製品 Traveoファミリ Traveo IIファミリ 

ボディ・エントリ/ハイ製品 S6J3428, S6J3429, S6J342Aシリーズ CYT2B7, CYT2B9, CYT4BFシリーズ 

クラスター製品 S6J3200シリーズ CYT4DN, CYT2C9シリーズ 
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2 ボディ・エントリ/ハイ製品 

2.1 Traveo II ファミリ MCU比較 

表 2. Traveo IIファミリ MCU比較 

機能 CYT2B7 シリーズ CYT2B9 シリーズ CYT4BFシリーズ 

フラッシュメモリ (コードフラッシュ) 最大 1088 KB 2112 KB 8256 KB 

フラッシュメモリ (ワークフラッシュ) 最大 96 KB 128 KB 512 KB 

SRAM0 最大 64 KB 128 KB 512 KB 

SRAM1 最大 64 KB 128 KB 512 KB 

CXPI 対応なし 対応 対応なし 

FlexRay 対応なし 対応なし 対応 

Secure Digital Capacity (SDHC) ホストコント

ローラ 
対応なし 対応なし 対応 

シリアルメモリインタフェース 対応なし 対応なし 対応 

Ethernet 対応なし 対応なし 対応 

 

2.2 製品概要 

Traveo IIファミリは、図 1に示すように、高性能 Arm® Cortex®-Mシリーズの CPUをベースにした 32ビット MCU

ファミリです。このデバイスは、車体制御アプリケーションがターゲットです。 

Cortex-M4プロセッサは、短い割込み応答時間, 高いコード密度, および厳格なコストと消費電力を維持しながら高い

32 ビットスループットのために設計されたメイン CPU です。Cortex-M0+ベースのサブ CPU は、セキュリティ, 安

全性, および保護機能を実装できます。CYT4BF シリーズは、メイン処理のために 2 つの Cortex-M7 プロセッサを使

用します。 

図 1から図 3は、CYT2B7シリーズ, CYT2B9シリーズ, および CYT4BFシリーズのアーキテクチャの主要コンポー

ネントを示します。CPUサブシステム, システムリソース, 周辺機器ブロック, および I/Oサブシステムの 4つの主な

サブシステムがあります。 

http://www.cypress.com/
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図 1. ブロックダイヤグラム (CYT2B7シリーズ) 
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図 2. ブロックダイヤグラム (CYT2B9シリーズ) 
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図 3. ブロックダイヤグラム (CYT4BFシリーズ) 
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2.3 オンチップシステム機能 

2.3.1  CPU 

Traveoと Traveo IIファミリは、32ビット Arm Cortex プロセッサがベースです。 

Traveoファミリは Cortex-R5プロセッサを備えたシングル CPUです。一方、Traveo IIファミリは、Cortex-M4およ

び Cortex-M0+プロセッサを備えたデュアル CPUです。Traveo IIでは、2つの CPUが CPUサブシステムとして構成

されます。Cortex-M4 プロセッサまたは M7 プロセッサはメイン CPU です。また、Cortex-M0+プロセッサはセキュ

リティ, 安全性, および保護機能を実装できるサブ CPU です。CPU コアが変更されると、MCU の機能はコア仕様に

従って変更されます。表 3に CPU機能における主な相違を示します。 

表 3. CPUの相違 

項目 Traveoファミリ 

Traveo IIファミリ 

備考 メイン CPU 

サブ CPU 

CYT2B7/B9シリーズ CYT4BFシリーズ 

CPUコア Cortex-R5F Cortex-M4 Cortex-M7 (x2) Cortex-M0+  

動作周波数 最大 132 MHz 最大 160 MHz 最大 350 MHz 最大 100 MHz 製品仕様 

FPU 単精度／倍精度 単精度 単精度／倍精度 なし  

MPU 16リージョン 8リージョン 16リージョン 8リージョン 1 

 
1 Traveo IIファミリはメモリ保護として、CPU 内蔵の MPUに加えた SMPUを搭載します。2.3.14 メモリ保護を参照してください。 
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項目 Traveoファミリ 

Traveo IIファミリ 

備考 メイン CPU 

サブ CPU 
CYT2B7/B9シリーズ CYT4BFシリーズ 

キャッシュメモリ I-cache 16 KB/D-cache 16 
KB 

なし I-cache 16 KB/D-cache 16 KB なし  

TCMインタフェー

ス 

対応 

TCRAM実装 

対応なし サポート(ITCM, DTCM) 対応なし  

割込みコントローラ

のサポート 

ベクタ割込みコントローラ 

(VIC) 

ネスト型ベクタ割込みコントローラ (NVIC)  

 

2.3.2  メモリデザイン  

表 4にコードフラッシュ機能を示します。主な相違はプログラム容量, 書込み中の読出し操作, および冗長性です。 

表 4.コードフラッシュの相違 

コードフラッシュ S6J3428/9/Aシリーズ CYT2B7/B9, CYT4BFシリーズ 

ECC SEC/DED SEC/DED 

セクタ容量 32 KB, 8 KB 32 KB, 8 KB 

プログラム容量 32ビット, 64ビット, 256ビット 64ビット, 256ビット, 4096ビット 

プログラム・消去サイクル/リテンション 1000 / 20年 1000 / 20年 

書込み中の読出し操作 対応なし 対応 

 

表 5にワークフラッシュの機能を示します。主な相違はセクタ容量, プログラムと消去のサイクル, 書込み時の読出し

操作, および冗長性です。Traveo IIファミリは、Traveoと比べてより小さいセクタ容量と, より多いプログラムおよ

び消去のサイクルをサポートします。 

表 5. ワークフラッシュの相違 

ワークフラッシュ S6J3428/9/Aシリーズ CYT2B7/B9, CYT4BFシリーズ 

ECC SEC/DED SEC/DED 

セクタ容量 4 KB 2 KB, 128 B 

プログラム容量 32ビット 32ビット 

プログラム・消去サイクル/リテンション 1000 / 20年 

10000 / 10年 

100000 / 5年 

125000 / 20年 

250000 / 10年 

書込み中の読出し操作 対応なし 対応 

 

表 6 に SRAM の機能を示します。主な相違はローパワーモードでのデータ保持です。Traveo II ファミリは

DeepSleepモードでのデータ保持をサポートします。 

http://www.cypress.com/
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表 6. SRAMの相違 

SRAM S6J3428/9/Aシリーズ CYT2B7/B9, CYT4BFシリーズ 

ECC SEC/DED SEC/DED 

ローパワーモードでの

データ保持 

対応なし 

(TCRAMと SRAMはシャットダウンモードでは

保持されません。バックアップ RAMはシャッ

トダウンモードに保持されます。) 

対応 

(SRAMは、DeepSleepモードで保持されま

す。) 

 

2.3.3  デバッグ  

Traveo と Traveo II ファミリは JTAG と SWD デバッグインタフェースをサポートします。表 7 にデバッグインタ

フェースの主な相違について示します。 

表 7. デバッグインタフェースの相違 

項目 S6J3428/9/Aシリーズ CYT2B7/B9, CYT4BFシリーズ 

デバッグインタフェース JTAG 

SWD 

JTAG 

SWD 

 

2.3.4  モード設定  

Traveo II ファミリはシリアルプログラミングモードをサポートしていません。したがって、Traveo II ファミリには

モード設定ピンはありません。デバッガが JTAG に接続されると、Traveo II ファミリはデバッグモードに移行し、

FLASHへのプログラミングが可能です。 

表 8. モード設定の相違 

動作モード S6J3428/9/Aシリーズ CYT2B7/B9, CYT4BFシリーズ 

標準モード モードピンによる設定 

▪ ユーザモード 

デバッガ (SWDまたは JTAG) は接続されていま

せん。 

▪ ブートモード/ユーザモード/トラステッドモー

ド 

▪ ライフサイクルステージ (Secure) 

ボードモード モードピンによる設定 

▪ シリアルプログラミングモード 

▪ パラレルプログラミングモード 

デバッガ (SWDまたは JTAG) は接続されていま

す。 

▪ デバッグモード 

▪ ライフサイクルステージ (Normal_Provisioned 

/Secure/Secure_With_Debug/RMA/Corrupted) 

 

2.3.5  電源および電源監視  

Traveo IIファミリの電源は Traveoファミリと同じです、しかし電源の信号名が異なります。また、Traveo IIファミ

リでは電源監視モードの種類が増えています。 
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2.3.5.1 電源 

表 9に電源と機能の相違について示します。 

表 9. 電源 

電源 S6J3428/9/Aシリーズ CYT2B7/B9, CYT4BFシリーズ 

外部 

デジタル 

VCC 2.7 V～5.5 V 

VDDD 2.7 V～5.5 V 

I/O 
VDDIO_1/2 2.7 V～5.5 V 

VDDIO_3/4 2.7 V～3.6 V (CYT4BFシリーズのみ) 

アナログ AVCC0/1 2.7 V～5.5 V VDDA 2.7 V～5.5 V 

内部 C 1.2 V VCCD 1.1 V 

CYT4BFの VCCDを外部電源にするこ

ともできます (VCCDが外部電源の場

合、通常 1.15 V)。 

 

2.3.5.2 電源監視 

表 10に Traveoと Traveo IIファミリの電源の相違について示します。 

表 10. 電源監視 

電源監視 S6J3428/9/Aシリーズ CYT2B7/B9,CYT4BFシリーズ 

電源監視 ▪ パワーオンリセット(POR) 

▪ LVD 

▪ POR 

▪ LVD 

▪ ブラウンアウト検出  (Brownout detection 

(BOD)) 

▪ 過電圧検出 (Overvoltage detection (OVD)) 

▪ 過電流検出 (Overcurrent detection (OCD)) 

 

2.3.6  リセット要因  

Traveo II ファミリのすべてのリセットは非同期リセットであることに注意してください。この違いは、Traveo II シ

ステムに従ってリセット要因が最適化されるためです。RAM保持リセットが必要な場合は、Architectureテクニカル

リファレンスマニュアル (TRM) を参照してください。表 11に、リセット要因の主な相違を示します。 

表 11. リセット要因の相違 

リセット源 S6J3428/9/Aシリーズ CYT2B7/B9, CYT4BFシリーズ 備考 

POR あり あり  

BODリセット ▪ 外部 LVDリセット 

▪ 内部 LVDリセット 

▪ RAM保持 LVDリセット 

▪ 外部電圧 BODリセット2 

▪ 内部電圧 BODリセット3 

▪ アナログ入力電圧 BODリセット 2,4 

 

 
2 プログラマブルトリップポイント (2ポイント)  

3 フィックスドトリップポイント 

4 リセットまたはフォールトレポートが選択可能です。 

http://www.cypress.com/


Traveoと Traveo IIの比較 

www.cypress.com Document Number: 002-22771 Rev. *C 8 

リセット源 S6J3428/9/Aシリーズ CYT2B7/B9, CYT4BFシリーズ 備考 

OVDリセット なし ▪ 外部電圧 OVDリセット 2 

▪ 内部電圧 OVDリセット 3 

▪ アナログ入力電圧 OVDリセット 2,4 

 

OCDリセット なし ▪ 内部電圧 OCDリセット 3  

外部リセット ▪ RSTX端子 ▪ XRES_L端子  

クロック停止待ちタイムアウ

トリセット 

あり なし。同期リセットサポートなし。  

不適正モード検出リセット あり なし。MD端子なし。  

プロファイルエラーリセット あり なし。プロファイル設定サポートなし。  

ウォッチドッグタイマ (WDT) 

リセット 

▪ ハードウェア(WDT)リセット 

▪ ソフトウェア(WDT)リセット 

▪ WDTリセット 

▪ マルチカウンタ WDTリセット 

詳細は 2.3.8 

ウォッチドッグ

タイマを参照。 

内部システムリセット(ソフ

トウェア) 
▪ ソフトウェアリセット 

▪ ソフトウェアトリガハード

ウェアリセット 

▪ ソフトウェアリセット  

フォールト検出リセット なし あり。フォールトレポート経由  

クロックスーパバイザリセッ

ト (CSV) 
▪ メインクロック CSVリセット 

▪ サブクロック CSVリセット 

▪ PLLクロック CSVリセット 

▪ SSCGクロック CSVリセット 

▪ 高速 CR CSVリセット 

▪ 低速 CR CSVリセット 

▪ CLK_REF CSVリセット 

▪ ILO0 CSVリセット 

▪ CLK_HF CSVリセット 

▪ CLK_LF CSVリセット 

 

ウェイクアップリセット あり (パワードメインリセット) あり (Hibernateウェイクアップリセット)  

デバッガリセット ▪ TRSTX 

▪ ソフトウェアリセット 

▪ NTRST 

▪ ソフトウェアリセット 
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2.3.7  クロックシステム  

Traveoファミリ クロックシステムと比較して、Traveo IIファミリ (CYT4Bシリーズのみ) には SSCGおよびクロッ

クギア機能はありません。Traveo IIファミリでは、高速起動と低消費電力を特長とする周波数ロックループ (FLL) が

実装されます。表 12にクロックシステムの主な相違について示します。 

各々のクロックの AC特性についてはデータシートを参照してください。 

表 12. クロックシステムの相違 

クロックシステム Traveoファミリ 

(S6J3428/9/Aシリーズ) 

Traveo IIファミリ 

(CYT2Bシリーズ) 

Traveo IIファミリ 

 (CYT4Bシリーズ) 

内部クロックソース 高速 CR: 4 MHz 

(リセット後に使用されるソー

スクロック) 

低速 CR: 100 kHz 

IMO: 8 MHz 

(リセット後に使用されるソースクロック) 

ILO0/1: 32 kHz 

外部クロックソース メインクロック: 3.6～16 MHz 

サブクロック: 32.768 kHz 

ECO: 3.988～33.33 MHz 

WCO: 32.768 kHz 

EXT_CLK5: 0.25～100 MHz 

高速クロック生成 PLL PLL x1 

  入力: 3.6～17.6 MHz 

出力: 200～320 MHz 

SSCG PLL x4 

  入力: 3.6～32 MHz 

出力: 200最大 320 MHz 

PLL x1 

  入力: 3.988 MHz～33.34 MHz 

出力: 11 MHz～160 MHz 

 

SSCG未実装 

SSCGなし PLL x2 

 入力: 3.998 MHz～33.34 MHz 

 出力: 11 MHz～200 MHz 

SSCGあり PLL x2 

 入力: 3.988 MHz～33.34 MHz 

 出力: 25 MHz～400 MHz 

FLL 未実装 FLL x1 

入力: 0.25 MHz～80 MHz 

出力: 24 MHz～100 MHz 

FLL x1 

入力: 0.25 MHz～80 MHz 

出力: 24 MHz～100 MHz 

クロックギア あり 未実装 

クロックスーパバイザ メインクロック 

サブクロック 

PLLクロック 

SSCGクロック 

低速 CR 

高速 CR 

CLK_REF (IMOまたは ECOまたは EXT_CLK) 

CLK_HF (PLLと FLL) 

ILO0 

CLK_LF (ILO1または WCO) 

 

 

 
5専用の I/Oピンから供給できます。 
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2.3.8  ウォッチドッグタイマ  

表 13 にウォッチドッグタイマ (ハードウェア) の機能を示します。主な相違は、カウンタクロック, 最大タイムアウ

ト, および低電力モードとデバッグ時の動作です。 

表 13. ウォッチドッグタイマ (ハードウェア) の相違 

ウォッチドッグタイマ 

(ハードウェア) 

S6J3428/9/Aシリーズ CYT2B7/B9, CYT4BFシリーズ 

トリガ リセット リセット 

カウンタクロック ▪ 高速内部クロック: 4 MHz 

▪ 低速内部クロック: 100 kHz 

▪ 内蔵低速発振器: 32 kHz 

カウンタ 32ビット 32ビット 

最大タイムアウト 12時間 38.33時間 

ウィンドウファンクション 対応 対応 

警告割込み 対応 対応 

タイムアウト期限切れ動作 リセットまたはノンマスカブル割込み(NMI) リセット 

低消費電力モード時の動作 停止 レジスタで停止または実行を選択できます。 

デバッグ中の動作 デバッグ状態で停止 レジスタで停止または実行を選択できます。 

 

表 14 にマルチカウンタウォッチドッグタイマ (ソフトウェア) の機能を示します。主な違いは、カウンタクロック, 

カウンタ, 最大タイムアウト, およびデバッグ時の動作です。 

表 14. マルチカウンタウォッチドッグタイマ (ソフトウェア) の相違 

マルチカウンタウォッチ

ドッグタイマ 

(ソフトウェア) 

S6J3428/9/Aシリーズ CYT2B7/B9, CYT4BFシリーズ 

トリガ ユーザプログラム ユーザプログラム 

カウンタクロック ▪ 高速内部クロック: 4 MHz 

▪ 低速内部クロック: 100 kHz 

▪ メインクロック: 4 MHz～16 MHz 

▪ サブクロック: 32 kHz 

▪ 内蔵低速発振器: 32 kHz 

▪ 時計用水晶振動子: 32 kHz 

カウンタ 32ビット 2 * 16ビット, 32ビット (割込みのみ) 

最大タイムアウト 36.4時間 2.11秒 

ウィンドウファンクション 対応 対応 

警告割込み 対応 対応 

タイムアウト期限切れ動作 リセットまたは NMI リセットまたはフォールト 

低消費電力モード時の動作 レジスタで停止または実行を選択できます。 レジスタで停止または実行を選択できます。 

デバッグ中の動作 デバッグ状態で停止 レジスタで停止または実行を選択できます。 

 

  

http://www.cypress.com/


Traveoと Traveo IIの比較 

www.cypress.com Document Number: 002-22771 Rev. *C 11 

2.3.9  低電力モード  

表 15 に低電力モードを示します。Traveo II ファミリは、ディープスリープモードでほとんどすべての低消費電力

モードに対応します。 

表 15. 低電力モードの相違 

低電力モード S6J3428/9/Aシリーズ CYT2B7/B9, CYT4BFシリーズ 

スリープ 

▪ CPU: 停止 

▪ ペリフェラル: アクティブ 

▪ SRAM 保持 

対応: スリープ 

▪ TCRAM/SRAM/バックアップ RAM保持 

対応: スリープ 

▪ SRAM保持 

タイマ 

▪ CPU: 停止 

▪ ペリフェラル: RTC, GPIO以外

停止 

▪ SRAM保持 

対応: タイマ 

▪ TCRAM/SRAM/バックアップ RAM保持 

対応: ディープスリープ 

▪ ペリフェラル: RTC, イベントジェネレー

タ, GPIO以外 OFF 

▪ SRAM保持 

ストップ 

▪ CPU: 停止 

▪ ペリフェラル: GPIO以外停止 

▪ SRAM保持 

対応: ストップ 

▪ TCRAM/SRAM/バックアップ RAM保持 

対応: ディープスリープ 

▪ ペリフェラル: RTC, イベントジェネレー

タ, GPIO以外 OFF 

▪ SRAM保持 

パーシャルウェイクアップ

(シャットダウン) 

▪ CPU: OFF 

▪ ペリフェラル : RTC, ADC, 

GPIO以外 OFF 

▪ パーシャル RAM保持 

対応: パーシャルウェイクアップ 

▪ ADCは RTCによってトリガされます。 

▪ バックアップ RAM保持 

対応: ディープスリープ 

▪ ペリフェラル: RTC, イベントジェネレー

タ, GPIO以外 OFF 

▪ ADCと LINはイベントジェネレータによっ

てトリガされます。 

▪ SRAM保持 (フル/パーシャル) 

タイマ (シャットダウン) 

▪ CPU: OFF 

▪ ペリフェラル: RTC, GPIO以外
OFF 

▪ パーシャル RAM保持 

対応: タイマ (シャットダウン) 

▪ バックアップ RAM保持 

対応: ディープスリープ 

▪ ペリフェラル: RTC, イベントジェネレー

タ, GPIO以外 OFF 

▪ SRAM保持 (フル/パーシャル) 

ストップ (シャットダウン) 

▪ CPU: OFF 

▪ ペリフェラル: GPIO以外 OFF 

▪ パーシャル RAM保持 

対応: タイマ (シャットダウン) 

▪ バックアップ RAM保持 

対応: ディープスリープ 

▪ SRAM保持 (フル/パーシャル) 
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2.3.10  割込み構造  

Traveoと Traveo II ファミリの割込み構造は CPUによって異なります。Traveo ファミリ (Cortex-R5) 割込みコント

ローラは、ベクタ割込みコントローラ (VIC) を使用し、Traveo IIファミリ (Cortex-M4/M7/M0+) は、ネスト型ベクタ

割込みコントローラ (NVIC)を使用します。表 16に割込み構造の主な相違を示します。 

Traveoファミリは、外部割込みコントローラによる有効/無効, レベル, およびレベルマスクなどのシステム割込みを

制御します。Traveo IIファミリの各 CPUは 8つの割込み入力を持ち、CPU内の割込みを制御します。したがって、

Traveo IIは高速割込み処理を実現します。 

Traveo II ファミリは、8 つのグループの 1 つに割り当てられた割込みとして最大 1023 のシステム割込みを使用しま

す。グループ内の優先度は同じです。1023システム割込みのうち 4つを NMIとして割当てできます。 

Traveo II ファミリは、ディープスリープパワーモードで CPU ウェイクアップの割込み検出を可能にするウェイク

アップ割込みコントローラ (WIC) を実装します。 

表 16. 割込み構造の相違 

項目 S6J3428/9/Aシリーズ CYT2B7/B9, CYT4BFシリーズ 備考 

CPUコア Cortex-R5F Cortex-M4/M7 Cortex-M0+  

CPUでサポートされ

ている割込みコント

ローラ 

VIC NVIC  

CPUの IRQ入力数 1 8 8  

CPUの NMI入力数 1 1 1  

優先レベル 割込み: 32レベル 

NMI: 16レベル 

割込み: 8レベル 

NMI: なし 

割込み: 4レベル

NMI: なし 

 

システム割込みの数 最大 512 最大 1023 6 

ベクタアドレス 各システム割込みに割り当てら

れます。 

IRQ入力ごとに割り当てられます。 

複数のシステム割込みは、VTORテーブル

によって提供される CPU割込みハンドラ

を共有します。 

 

WIC 対応なし 対応  

  

 
6システム割込みは、周辺機能と外部入力から発生する割込みです。デバイスによってサポートされるシステム割込みの一覧は、以

下のドキュメントを参照してください。 

- Traveoファミリ: 各デバイスのハードウェアマニュアル 

- Traveo IIファミリ: 各デバイスの Architectureテクニカルリファレンスマニュアル 
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2.3.11  データ転送  

Traveo IIファミリには、ペリフェラル DMA (P-DMA) と、メモリ DMA (M-DMA) の目的の異なる 2種類の DMAがあ

ります。表 17にデータ転送の主な相違を示します。 

P-DMA は、多数のチャネルに対して低レイテンシの達成に重点を置きます。P-DMA の転送エンジンは、すべての

チャネルで共有されます。 

M-DMAは、少数のチャネルに対して高メモリ帯域幅の達成に重点を置きます。M-DMAには、各チャネル専用のデー

タ転送エンジンがあります。 

Traveo ファミリの DMA 転送仕様はレジスタによって設定されます。Traveo II ファミリでは、転送は SRAM 内に格

納されるディスクリプタによって指定されます。Traveo IIファミリの P/M-DMAはディスクリプタ設定でチェイン転

送を実行できます。 

表 17. データ転送の相違 

項目 S6J3428/9/Aシリーズ CYT2B7/B9, CYT4BFシリーズ 備考 

機能名 DMAC P-DMA M-DMA  

データ転送詳細設定 レジスタ設定 ディスクリプタのメモリへの設定  

データサイズ 8/16/32/64ビット 8/16/32ビット  

転送モード ▪ シングル 

▪ ブロック 

▪ バースト 

▪ シングル 

▪ 1D/2D 

▪ CRC転送 

▪ ディスクリプタチェイン 

▪ シングル 

▪ 1D/2D 

▪ メモリコピー 

▪ スキャッタ 

▪ ディスクリプタチェイン 

 

アクティベーション

トリガ 
▪ ハードウェア 

▪ ソフトウェア 

▪ ハードウェア 

▪ ソフトウェア 

▪ 転送完了トリガ出力 

▪ ソフトウェア 

▪ 転送完了トリガ出力 

 

チャネル調停方式 ▪ 固定値 

▪ ダイナミック 

▪ ラウンドロビン 

▪ 固定された 4つのレベル 

▪ 同じプライオリティグループのラウンドロビン 

 

割込み生成 ▪ 転送完了 

▪ エラー発生 

▪ 転送完了 

▪ エラー発生 

 

保護スキーム 専用 MPU 

▪ アクセス範囲 

▪ ユーザ/特権 

▪ リード/ライト 

SMPUと PPU 

▪ アクセス範囲 

▪ ユーザ/特権 

▪ リード/ライト 

▪ セキュア/非セキュア 

▪ 保護コンテキスト 

詳細は 3.14 メモリ保護

を参照。 
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2.3.12  TPU 

Traveoファミリは、タイミング保護(TPU)専用のタイマが実装されます。しかしながら、Traveo IIファミリには専用

のタイマがありません。Traveo IIファミリはタイミング保護のために TCPWM タイマを使用します。 

TCPWMタイマは、オーバフロー, アンダフロー, および比較一致の割込みを生成できる汎用タイマです。この割込み

は NMI として実装でき、TPU と同等の機能を実現できます。図 4 にタイミング保護を実装したユースケースを、 

図 5にタイミング保護の実施例を示します。 

図 4. タイミング保護を実装したユースケース 

CPU tcpwmInterrupt 

Controller

NMI Timer
(5) Underflow

(1),(3),(4)

(5)

(2)

(3) Start Down Count

 

(1) TCPWM 初期設定(例：ダウンカウントモード使用), および測定時間の上限を初期値に設定。 

(2) TCPWM 割込みを NMIに設定。 

(3) ソフトウェアは測定プロセスの開始時点でタイマを開始。 

(4) ソフトウェアは測定プロセスの終了時点でタイマを停止。 

(5) ソフトウェアがタイマを停止させる前にカウンタがアンダフローすると、TCPWM のアンダフロー割込みが割込

みコントローラを介して CPUに NMIとして通知。 

注：割込みコントローラは、TCPWM割込みを含めシステム割込みを NMIとして通知できます。 

図 5. タイミング保護の例 (割込みサービスルーチン動作時間の監視) 

Timer
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Interrupt

Timer 
Start

Timer 
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Interrupt operation
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Under flow

Interrupt

Service Routine

NMI

Interrupt Timeout
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2.3.13  フォールトレポート  

フォールトレポートはTraveo IIファミリの新機能です。図 6にフォールト構造のブロックダイヤグラムを示します。 

フォールトレポート構造によるフォールトの集中化により、システム全体にわたって一貫性のあるフォールト処理が

ソフトウェア開発を容易にします。 

フォールトレポートは、MPU/SMPU/PPU保護違反, SRAMコントローラ ECCエラー, ペリフェラル固有のエラーな

ど、最大 967個のフォールトをキャプチャします。フォールトレポートでフォールトがキャプチャされると、フォー

ルト割込み, トリガ出力, 外部ピン出力, フォールトリセット要求などの通知信号が生成されます。これらの出力信号

のそれぞれは、有効または無効を選択できます。 

フォールト割込みは、システム割込みとして CPU NMI にマップできます。また、フォールトレポートは、フォール

トソースとフォールト固有の追加情報を提供します。 

詳細は、Traveo II Architecture テクニカルリファレンスマニュアル(TRM)を参照してください。 

図 6. フォールト構造 
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・

・
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(Up to 96)

Fault Reset
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7 デバイス別にサポートされているシステム割込みの一覧については、テクニカルリファレンスマニュアルを参照してください。 
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2.3.14  メモリ保護  

Traveo ファミリの保護機能は、CPU のメモリ保護ユニット (MPU), DMA の MPU, およびペリフェラル周辺保護ユ

ニット(PPU)で構成されます。Traveo IIファミリは、MPU, Shared Memory Protection Unit (SMPU), および PPUで

構成されます。表 18にメモリ保護ユニットの主な相違を示します。 

Traveo IIファミリでは、MPUと SMPUによってメモリ保護が提供されます。MPUは CPUおよびバスインフラスト

ラクチャの一部として実装されます。P-DMA, M-DMA, および暗号化コンポーネントには MPU がありません。かわ

りに、プログラムしたバス転送のアクセス制御属性を継承します。 

SMPUはすべてのマスタによって共有されます。そして、PPUはペリフェラルレジスタの保護ユニットです。 

Traveo II ファミリは、セキュア/非セキュアおよび保護コンテキストの新しい保護属性をサポートします。保護コン

テキストは、保護ユニットの設定変更なしにアクセス制限を変更できます。 

詳細は、テクニカルリファレンスマニュアルを参照してください。 

表 18. 保護機能構成とアクセス属性の相違 

項目 S6J3428/9/Aシリーズ CYT2B7/B9, CYT4BFシリーズ 備考 

CPUに実装された
MPU 

Cortex-R5:16リージョン 

アクセス属性: 

▪ アクセス範囲 

▪ 特権/非特権 

▪ リード/ライト 

▪ 実行 (コードまたはデータ) 

Cortex-M4/M0+: 8リージョン 

Cortex-M7: 16リージョン 

アクセス属性: 

▪ アクセス範囲 

▪ 特権/非特権 

▪ リード/ライト 

▪ 実行 (コードまたはデータ) 

 

バスインフラストラ

クチャに実装された
MPU 

対応なし 16リージョン 

アクセス属性: 

▪ アクセス範囲 

▪ 特権/非特権 

▪ リード/ライト 

▪ 実行 (コードまたはデータ) 

デバッガのような外

部マスタ用 

SMPU 対応なし 16リージョン 

アクセス属性: 

▪ アクセス範囲 

▪ 特権/非特権 

▪ リード/ライト 

▪ 実行 (コードまたはデータ) 

▪ セキュア/非セキュア 

▪ 保護コンテキスト 

 

PPU アクセス属性: 

▪ ユーザ/特権 

▪ リード/ライト 

アクセス属性: 

▪ アクセス範囲 

▪ 特権/非特権 

▪ リード/ライト 

▪ 実行 (コードまたはデータ) 

▪ セキュア/非セキュア 

▪ 保護コンテキスト 

 

MPU16-AHB アクセス属性: 

▪ アクセス範囲 

▪ ユーザ/特権 

▪ リード/ライト 

対応なし 

▪ DMA アクセス保護は SMPU または

PPUによって供給されます。 
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2.3.15  ブートプロセス  

Traveo と Traveo II ファミリの両方のブートプロセスは、リセット解除後、アプリケーションプログラムが起動する

前に実行されます。ブートプロセスは、Traveo ファミリの Cortex-R5 プロセッサで実行され、Traveo II ファミリの

セキュアマスタ Cortex-M0+プロセッサによって実行されます。 

Traveoファミリのブートプロセスは、主に動作モードの判定と、フラッシュマーカに従ってデバッガ接続の認証, セ

キュアブート処理, およびハードウェアウォッチドッグタイマのセキュリティ設定を実行します。 

Traveo II ファミリでは、ブートプロセスには ROM ブートとフラッシュブートがあります。ROM ブートは、プロテ

クションステートの判定とフラッシュブートプロセスの検証, フラッシュブートは SMPU や PPU などの保護ユニッ

トの設定, およびフラッシュメモリ内のアプリケーションプログラムコードの検証を実行します。また、ブートロー

ダも起動できます。 

詳細はテクニカルリファレンスマニュアルを参照してください。 

2.3.16  セキュリティ  

表 19 にセキュリティ機能を示します。Traveo II ファミリは、ライフサイクルステージ, デバイス保護状態, および

ハードウェアセキュリティモジュール (HSM) をサポートします。 

表 19セキュリティの相違 

セキュリティ S6J3428/9/Aシリーズ CYT2B7/B9, CYT4BFシリーズ 

ライフサイクルステージ 

デバイス保護ステート 

対応なし 対応 

▪ ライフサイクルステージ 

▪ 保護ステート 

Flash保護 対応 対応 

デバッガセキュリティ 対応 対応 

ハードウェアベースの暗号化 対応 

Secure Hardware Extension (SHE) 

対応 

拡張セキュアハードウェア拡張機能 (eSHE), 

および HSMのサポートは、サードパーティ

製ファームウェアによって有効になります。 
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2.4 周辺機能 

2.4.1  タイマ  

Traveoファミリのタイマ機能は、ベースタイマ, リロードタイマ, フリーランタイマ, インプットキャプチャ, アウト

プットコンペア, および Quadrature Position/Revolution Counter (QPRC) で構成されます。 

Traveo II ファミリは、統合されたマルチタイマ機能を備えた TCPWM を実装します。TCPWM には 7 つの動作モー

ドがあります。すべての TCPWM チャネルは、7 つのモードのうちの 1 つを選択し操作できます。表 20 に各機能の

対応するモードを示します。 

表 20. TCPWM チャネルモード 

機能名 S6J3428/9/Aシリーズ CYT2B7/B9, CYT4BFシリーズ 

タイマモード ベースタイマ: リロードタイマモード 

フリーランタイマ 

リロードタイマ 

TCPWM: タイマモード 

キャプチャモード インプットキャプチャ 

ベースタイマ: PWCタイマモード 

TCPWM: キャプチャモード 

クアッドレイチャ

デコーダ 

QPRC TCPWM: QUADモード 

PWMモード アウトプットコンペア 

ベースタイマ: PWMタイマモード 

ベースタイマ: PPGタイマモード 

TCPWM: PWMモード 

PWM with Dead 
time 

対応なし TCPWM: PWM_DTモード 

Pseudo-Random 
PWM 

対応なし TCPWM: PWM_PRモード 

Shift register 対応なし TCPWM: SRモード 
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2.4.1.1 ベースタイマ: リロードタイマモード 

Traveo ファミリのベースタイマリロードモードは、設定値からカウントダウンするタイマです。タイマ値が"0"にな

ると、タイマは設定値から再びカウントダウンを開始します。また、タイマ値が"0"のときにイベントを発生させら

れます。Traveo IIファミリでは、TCPWM タイマモードを使用して同じ操作ができます。表 21に、ベースタイマリ

ロードタイマモードの主な相違を示します。 

表 21. ベースタイマ (リロードタイマモード) の相違 

カウンタ S6J3428/9/Aシリーズ CYT2B7/B9, CYT4BFシリーズ 

タイマ機能 ベースタイマ: リロードタイマモード TCPWM: タイマモード 

カウンタ幅 16ビットまたは 32ビット (2つの 16ビットタイ

マを使用) 

16ビットまたは 32ビット 

カウントモード Down Up, Down, Up-down1/2 

動作クロック 内蔵クロック: 12タイプ 

/1, /2, /4, /8, /16, /32, /64, /128, /256, /512, /1024, 
/2048 

内蔵クロック: 8タイプ 

/1, /2, /4, /8, /16, /32, /64, /128 

外部クロック 

立上りエッジ, 立下りエッジ, または両方 

対応なし8 

動作モード ワンショットモード: 

ストップイベントがアンダフローです。 

ワンショットモード: 

ストップイベントはカウントモードに依存しま

す。(アンダフロー, オーバフロー, またはその両方) 

リロードモード リロードモード 

ゲート機能 対応 対応 

アクティベーション ソフトウェア ソフトウェア: トリガマルチプレクサ経由 

外部トリガ 外部トリガ 

外部タイマ一致開始 なし 

イベント生成 アンダフロー TCイベント: 

TCイベントはカウントモードに依存します。 (ア

ンダフロー, オーバフロー, またはその両方) 

タイマアクティベーショントリガ なし 

対応なし コンペアマッチイベント 

デバッグモード 対応 対応 

 

  

 
8外部クロックはタイマのカウントクロックとして使用できません。ただし、立上り (立下り, 両エッジ) 検出モードでカウントイ 

ベントを使用すると、カウントイベント検出によりタイマがカウントされます。この場合、カウントイベントは外部クロックとし

て使用できます。 
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2.4.1.2 32 ビット フリーランタイマ 

Traveo ファミリのフリーランタイマは、設定値内でカウントアップまたはカウントダウンします。Traveo II ファミ

リでは、TCPWMタイマモードを使用して同じ操作ができます。しかし、Traveo IIファミリでは、割込みマスクカウ

ント機能はありません。表 22にフリーランタイマの主な相違について示します。 

表 22. 32ビット フリーランタイマの相違 

カウンタ S6J3428/9/Aシリーズ CYT2B7/B9, CYT4BFシリーズ 

タイマ機能 32ビットフリーランタイマ TCPWM: タイマモード 

カウンタ幅 32ビット 16ビットまたは 32ビット 

カウントモード Up, Up-down Up, Down, Up-down1/2 

動作クロック 内蔵クロック: 9タイプ 

/1, /2, /4, /8, /16, /32, /64, /128, /256 

内蔵クロック: 8タイプ 

/1, /2, /4, /8, /16, /32, /64, /128 

外部クロック 

両エッジ 

対応なし9 

動作モード 対応なし ワンショットモード: 

ストップイベントは、カウントモード (アンダフ

ロー, オーバフロー, またはその両方) に依存しま

す。 

リロードモード リロードモード 

バッファ機能 対応 対応 

アクティベーション ソフトウェア ソフトウェア: トリガマルチプレクサ経由 

なし 外部トリガ 

イベント生成 コンペアクリア 

ゼロ検出 

TCイベント: 

TCイベントは、カウントモード (アンダフロー, 

オーバフロー, またはその両方) に依存します。 

なし コンペアマッチイベント 

割込みマスクカウント機能 対応なし 

デバッグモード 対応 対応 

 

  

 
9外部クロックはタイマのカウントクロックとして使用できません。ただし、立上り (立下り, 両エッジ) 検出モードでカウントイ 

ベントを使用すると、カウントイベント検出によりタイマがカウントされます。この場合、カウントイベントは外部クロックとし

て使用できます。 
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2.4.1.3 32 ビット リロードタイマ 

Traveoファミリの 32ビットリロードモードは設定値からカウントダウンするタイマです。Traveo IIファミリでは、

TCPWM タイマモードを使用して同じ操作ができます。表 23 に 32 ビット リロードタイマの主な相違について示し

ます。 

表 23. 32ビット リロードタイマの相違 

カウンタ S6J3428/9/Aシリーズ CYT2B7/B9, CYT4BFシリーズ 

タイマ機能 32ビットリロードタイマ TCPWM: タイマモード 

カウンタ幅 32ビット 16ビットまたは 32ビット 

カウントモード Down Up, Down, Up-down1/2 

動作クロック 内蔵クロック: 6タイプ 

/1, /2, /4, /8, /16, /32 

内蔵クロック: 8タイプ 

/1, /2, /4, /8, /16, /32, /64, /128 

外部クロック 

立上りエッジ, 立下りエッジ, または両方 

対応なし10 

動作モード ワンショットモード: 

ストップイベントがアンダフローです。 

ワンショットモード: 

ストップイベントは、カウントモード (アンダフ

ロー, オーバフロー, またはその両方) に依存しま

す。 

リロードモード リロードモード 

ゲート機能 対応 対応 

アクティベーション ソフトウェア ソフトウェア: トリガマルチプレクサ経由 

外部トリガ 外部トリガ 

イベント生成 アンダフロー TCイベント: 

TCイベントは、カウントモード (アンダフロー, 

オーバフロー, またはその両方) に依存します。 

対応なし コンペアマッチイベント 

自動ソフトスタート 対応 対応: トリガマルチプレクサ経由 

デバッグモード 対応 対応 

 

  

 
10 外部クロックはタイマのカウントクロックとして使用できません。ただし、立上り (立下り、両エッジ) 検出モードでカウントイ 

ベントを使用すると、カウントイベント検出によりタイマがカウントされます。 この場合、カウントイベントは外部クロックとし

て使用できます。 
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2.4.1.4 32 ビットインプットキャプチャ 

Traveo ファミリの 32 ビットインプットキャプチャは、32 ビットフリーランタイマの値に基づいて入力パルス幅と

外部クロックサイクルを測定します。Traveo IIファミリでは、TCPWMキャプチャモードを使用して同じ操作ができ

ます。 

Traveo ファミリでは、インプットキャプチャ機能はフリーランタイマとの連携機能ですが、Traveo II ファミリは

TCPWMチャネルごとに独立したタイマを備えます。したがって、Traveo IIファミリはインプットキャプチャ機能に

別のタイマを使用する必要はありません。表 24に 32ビットインプットキャプチャの主な相違について示します。 

表 24. 32ビット インプットキャプチャの相違 

カウンタ S6J3428/9/Aシリーズ CYT2B7/B9, CYT4BFシリーズ 

タイマ機能 32ビット インプットキャプチャ TCPWM: キャプチャモード 

カウンタ幅 32ビット 16ビットまたは 32ビット 

カウントモード フリーランタイマに従う Up, Down, Up-down1/2 

動作モード フリーランタイマに従う ワンショットモード: 

ストップイベントはカウントモードに依存しま

す。(アンダフロー, オーバフロー, またはその両方) 

リロードモード 

クロックプリスケー

リング 

フリーランタイマに従う 内蔵クロック: 8タイプ 

/1, /2, /4, /8, /16, /32, /64, /128 

キャプチャイベント 立上りエッジ, 立下りエッジ, または両エッジ サポート: トリガマルチプレクサ経由 

バッファ機能 対応なし ダブルバッファ 

キャプチャイベントが検出されると、カウンタ値

がキャプチャレジスタにコピーされ、キャプチャ

レジスタがキャプチャバッファレジスタにコピー

されます。 

イベント生成 キャプチャイベント検出 カウンタ値がキャプチャされる 

 

2.4.1.5 ベースタイマ：PWC タイマモード 

Traveo ファミリのベースタイマ：PWC タイマモードは、カウンタを使用して、入力パルスイベント間の時間とサイ

クルを測定します。 

Traveo IIファミリには同じ動作モードがありません。ただし、TCPWM キャプチャモードは、2つのバッファを使用

して 2つのイベント間の時間をソフトウェアで測定できます。図 7に操作例を示します。 

図 7. パルス幅測定の例 

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10Counter Value

Capture Event

1 8

1 5

5Capture register

Capture buff register

Pulse width
(By software) 4 3
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2.4.1.6 QPRC 

クアッドレイチャデコーダは、位置を測定するために使用されます。Traveo と Traveo II ファミリはいずれもクアッ

ドレイチャデコーダを実装します。 

どちらも x1, x2, x4 サポートします。しかし、Traveo II ファミリではレヴォリューションカウンタ動作モードはサ

ポートされていません。表 25に QPRCの主な相違について示します。 

表 25. QPRCの相違 

カウンタ S6J3428/9/Aシリーズ CYT2B7/B9, CYT4BFシリーズ 

タイマ機能 QPRC TCPWM: QUADモード 

カウンタ幅 16ビット 2種 (ポジションカウンタ, レヴォリュー

ションカウンタ) 

16ビットまたは 32ビット 

ポジションカウンタ

動作モード 

Up/Downカウントモード Up/Downロータリーモード 

対応なし x1エンコーディング 

位相差カウントモード x2モード 

カウントエッジ: phi_B 

x2エンコーディング 

カウントエッジ: phi_A 

位相差カウントモード x4モード x4エンコーディング 

方向付きカウントモード 対応なし 

レヴォリューション

カウンタ動作モード 

RC_mode1 対応なし 

RC_mode2 

RC_mode3 

イベント生成 カウント反転 対応なし 

ゼロインデックス リロード/インデックスイベントを含む TCイベン

ト 

対応 対応 

QUAD_RANGE1_CMP, QUAD_RANGE1_CAPT 

アンダフロー 対応 

QUAD_RANGE1_CMP, QUAD_RANGE1_CAPT 

PCと RC一致 対応なし 

PC一致 対応: 

QUAD_RANGE0_CMP 

QUAD_RANGE1_CMP 

PC一致と RC一致 対応なし 

Out range (範囲外) 対応なし 

キャプチャ 対応なし 対応: QUAD_RANGE1_CAPT 

デバッグモード 対応なし 対応 
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2.4.1.7 32 ビット アウトプットコンペア 

Traveoファミリの 32ビットアウトプットコンペアは、32ビットフリーランタイマと連携して PWM波形を生成しま

す。さらに、コンペアマッチイベントを生成できます。Traveo IIファミリでは、TCPWM PWM モードを使用して同

じ操作ができます。表 26に 32ビット アウトプットコンペアの主な相違を示します。 

表 26. 32ビット アウトプットコンペアの相違 

カウンタ S6J3428/9/Aシリーズ CYT2B7/B9, CYT4BFシリーズ 

タイマ機能 32ビットアウトプットコンペア TCPWM: PWMモード 

カウンタ幅 32ビット 16ビットまたは 32ビット 

カウントモード Up, Up-down Up, Down, Up-down1/2 

動作クロック 内蔵クロック: 9タイプ 

▪ /1, /2, /4, /8, /16, /32, /64, /128, /256 

内蔵クロック: 8タイプ 

▪ /1, /2, /4, /8, /16, /32, /64, /128 

外部クロック 

▪ 両側のエッジ 

対応なし11 

バッファ機能 対応 対応 

チャネルごとのレ

ジスタ比較 

2種 2種 

チャネルごとの出

力ピン 

2種 

▪ コンペアレジスタ 0の OUT0 

▪ コンペアレジスタ 1の OUT1 

2種 

▪ LINE_OUTが出力 

▪ LINE_COMPL_OUTが補数出力 

ワンショットモー

ド 

対応なし ワンショットモード: 

▪ ストップイベントはカウントモードに依存しま

す。 (アンダフロー, オーバフロー, またはその両

方) 

信号出力 インバートモード 対応 

セット/リセットモード 対応 

アクティベーショ

ン 

ソフトウェア ソフトウェア: トリガマルチプレクサ経由 

対応なし 外部トリガ 

 コンペアマッチ 対応 

対応なし TCイベント: 

▪ TC イベントはカウントモードに依存します。 

(アンダフロー, オーバフロー, またはその両方) 

キルモード 対応なし 対応 

デバッグモード 対応 対応 

 

  

 
11外部クロックはタイマのカウントクロックとして使用できません。 ただし、立上り (立下り、両エッジ) 検出モードでカウントイ

ベントを使用すると、カウントイベント検出によりタイマがカウントされます。 この場合、カウントイベントは外部クロックとし

て使用できます) 。 
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2.4.1.8 ベースタイマ：PWM タイマモード 

Traveo ファミリのベースタイマ PWM モードでは、トリガを検出すると、設定したサイクルの波形を単独または連

続して出力できます。このモードでは、PWM波形を生成するようにサイクルとデューティを設定します。 

Traveo II ファミリでは、TCPWM PWM モードを使用して同じ操作ができます。表 27 にベースタイマ PWM モード

の主な相違について示します。 

表 27. ベースタイマ PWMモードの相違 

カウンタ S6J3428/9/Aシリーズ CYT2B7/B9, CYT4BFシリーズ 

タイマ機能 ベースタイマ: PWMモード TCPWM: PWMモード 

カウンタ幅 16ビット 16ビットまたは 32ビット 

カウンタモード Down Up, Down, Up-down1/2 

動作クロック 内蔵クロック: 12タイプ 

/1, /2, /4, /8, /16, /32, /64, /128, /256, /512, /1024, 
/2048 

内蔵クロック: 8タイプ 

/1, /2, /4, /8, /16, /32, /64, /128 

外部クロック 

立上りエッジ, 立下りエッジ, 両エッジ 

対応なし12 

動作モード ワンショットモード: 

ストップイベントがアンダフロー 

ワンショットモード: 

ストップイベントはカウントモードに依存します。 

(アンダフロー, オーバフロー, またはその両方) 

連続モード リロードモード 

開始遅延 対応 対応なし13 

バッファ機能 対応 対応 

アクティベーション ソフトウェア ソフトウェア: トリガマルチプレクサ経由 

外部トリガ 外部トリガ 

外部タイマ一致開始 対応なし 

信号出力 1: サイクルとデューティが一致したときの反転出力 2: コンペアマッチ時の反転出力 

LINE_OUTと LINE_COMPL_OUT 

右揃えの PWM 左揃え, 右揃え, 中央揃え, 非対称の PWM 

出力極性制御 対応 

トリガ出力 A/Dコンバータアクティベーション 対応 

イベント生成 アンダフロー TCイベント: 

TCイベントはカウントモードに依存します。(アンダ

フロー, オーバフロー, またはその両方) 

デューティ一致 サポート: コンペアマッチ 

開始トリガ検出 対応なし 

デバッグモード 対応 対応 

 

 
12 外部クロックはタイマのカウントクロックとして使用できません。ただし、立上り (立下り、両エッジ) 検出モードでカウントイ

ベントを使用すると、カウントイベント検出によりタイマがカウントされます。この場合、カウントイベントは外部クロックとし

て使用できます。 

13 カウンタは、所望の位相シフトを反映する値を予めロードしてから、同期して開始できます。 
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2.4.1.9 ベースタイマ：PPG タイマモード 

Traveo ファミリのベースタイマ PPG モードでは、トリガ検出時に設定したサイクルの波形を単独または連続して出

力できます。このモードでは、L幅と H幅を設定して PPG波形を生成します。 

Traveo II ファミリでは、TCPWM PWM モードを使用して同じ動作ができます。表 28 にベースタイマ PPG タイマ

モードの主な相違について示します。 

表 28. ベースタイマ PPGタイマモードの相違 

カウンタ S6J3428/9/Aシリーズ CYT2B7/B9, CYT4BFシリーズ 

タイマ機能 ベースタイマ: PPGモード TCPWM: PWMモード 

カウンタ幅 16ビット 16ビットまたは 32ビット 

カウントモード Down Up, Down, Up-down1/2 

動作クロック 内蔵クロック: 12タイプ 

/1, /2, /4, /8, /16, /32, /64, /128, /256, /512, /1024, 
/2048 

内蔵クロック: 8タイプ 

/1, /2, /4, /8, /16, /32, /64, /128 

外部クロック 

立上りエッジ, 立下りエッジ, 両エッジ 

対応なし14 

動作モード ワンショットモード: 

ストップイベントはアンダフロー 

ワンショットモード: 

ストップイベントはカウントモードに依存しま

す。(アンダフロー, オーバフロー, またはその両方) 

連続モード リロードモード 

アクティベーショ

ン 

ソフトウェア ソフトウェア: トリガマルチプレクサ経由 

外部トリガ 外部トリガ 

信号出力 1 

サイクルとデューティが一致したとき反転出力 

2 

コンペアマッチ時に反転出力 

LINE_OUTと LINE_COMPL_OUT 

出力極性制御 対応 

イベント生成 アンダフロー TCイベント: 

TCイベントはカウントモードに依存します。(アン

ダフロー, オーバフロー, またはその両方) 

開始トリガ検出 対応なし 

デバッグモード 対応 対応 

 

  

 
14 外部クロックはタイマのカウントクロックとして使用できません。ただし、立上り (立下り、両エッジ) 検出モードでカウントイ

ベントを使用すると、カウントイベント検出によりタイマがカウントされます。この場合、カウントイベントは外部クロックとし

て使用できます。 
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2.4.1.10 TCPWM: PWM_DT モード 

このモードでは、PMW 出力波形にデッドタイムが追加されます。この機能は Traveo ファミリではサポートされま

せん。図 8に動作例を示します。PWM_DT機能は、次の相違点を除き、PWM機能と同じです。 

▪ PWM_DTはデッドタイムインサーションをサポート、PWMはデッドタイムインサーションなし。 

▪ PWM_DTはクロックプリスケーリングなし、PWM はクロックプリスケーリングをサポート。 

詳細については、テクニカルリファレンスマニュアルを参照してください。 

図 8. デッドタイム タイミング 
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2.4.1.11 TCPWM: PWM_PR モード 

この機能は、リニアフィードバックシフトレジスタ (LFSR) を使用してカウンタ値を変更します。この結果、疑似乱

数列が生成され、生成された信号は通常の PWM 信号とは異なる周波数/雑音特性を持ちます。この機能は Traveo

ファミリではサポートしていません。図 9に動作例を示します。 

詳細については、テクニカルリファレンスマニュアルを参照してください。 

図 9. PWM_PR出力 
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2.4.1.12 TCPWM: SR モード 

この機能は、カウンタの値を右にシフトします。これは、トリガ入力からライン出力への信号遅延機能を実現します。

この機能は、周波数シフトキーイング (FSK) 信号の検出などの機能に使用できます。この機能は Traveoファミリで

はサポートしていません。図 10 に動作例を示します。詳細については、テクニカルリファレンスマニュアルをご参

照ください。 
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図 10. SR Mode動作 
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PWMライン出力は、PERIOD_BUFFによって定義されイネーブルされたカウンタタップ (ビット位置) の XORの組

合せから生成されます。 

2.4.2  シリアル通信  

Traveoの MFSで実現されるシリアル通信機能は、Traveo IIファミリの SCBによって実現されます。Traveo IIファ

ミリでは、専用モジュールによって LIN機能が実現されます。 

表 29. シリアル通信ブロックの相違 

項目 S6J3428/9/Aシリーズ CYT2B7/B9, CYT4BFシリーズ 

機能名称 マルチファンクションシリアル (MFS) シリアルコミュニケーションブロック 

(SCB) 

LIN 

サポート機能 ▪ UART 

▪ CSIO (SPI Supported) 

▪ I2C 

▪ LIN (v2.1) 

▪ UART 

▪ SPI 

▪ I2C 

LIN (v 2.2A) 

 

2.4.2.1 UART 

Traveo IIファミリ SCB (UART) のデータ送受信は、常に FIFOモードで実行されます。Traveo IIファミリでは、9つ

の SCBブロックの内、8つが UARTモードをサポートしますが、1つはサポートしません。表 30に主な違いを示し

ます。 

表 30. UARTの相違 

項目 S6J3428/9/Aシリーズ CYT2B7/B9, CYT4BFシリーズ 

データ 送信および受信 FIFO (各 64 bytes) (FIFO使用

時) 

送受信 FIFO (各 32/256/512 bytes) (FIFOモード

のみ) 

シリアル入力 オーバサンプリングはバスクロックで 3回実行

されます。受信値は、多数決により決定されま

す。 

▪ clk_scb使用 

▪ インタフェースクロックの入力クロック

(clk_scb)をインタフェースクロックの「オー

バサンプリング倍数」として使用 

転送フォーマット 非同期 非同期 

ボーレート 専用ボーレートジェネレータ(15ビットリロード

カウンタ構成) 

CTRL.OVSレジスタがサポートされます。 

▪ ボーレート= clk_scb / (OVS + 1) *OVS=7-15 

外部クロック入力はリロードカウンタで調整で

きます。 

対応なし 

データ長 5〜9ビット(ノーマルモードの場合)、または 7〜

8ビット(マルチプロセッサモードの場合) 

4～16ビット (標準/マルチプロセッサモード) 
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項目 S6J3428/9/Aシリーズ CYT2B7/B9, CYT4BFシリーズ 

シグナル伝送方式 NRZ NRZ 

反転 NRZ 対応なし 

開始ビット検出 スタートビットの立下りエッジに同期(NRZ方式

の場合) 

スタートビットの立下りエッジ(NRZシステム)

と同期 

スタートビットの立上りエッジに同期(反転 NRZ

方式の場合) 

対応なし 

受信エラー検出 フレーミングエラー フレーミングエラー 

オーバランエラー 対応なし 

パリティエラー 

(標準モードのみ) 

パリティサポート 

(奇数パリティと偶数パリティ) 

ハードウェアフロー制

御 

CTSと RTSによる送受信自動制御 CTSと RTSによる送受信自動制御 

割込み要求 受信割込み 受信割込み 

(フレームエラー, パリティエラー) 

受信 FIFO割込み 受信 FIFO割込み 

(RX FIFOがフル, RX FIFOが空ではない, RX 

FIFOがオーバフロー, RX FIFOがアンダフロー) 

送信割込み 送信割込み 

(TX完了) 

送信 FIFO割込み 送信 FIFO割込み 

(TX FIFOがフルではない, TX FIFOが空, TX 

FIFOがオーバフロー, TX FIFOがアンダフロー) 

DMA転送は送信と受信の両方でサポートされま

す。 

対応なし 

ステータス割込み 対応なし 

マスタ/スレーブ型 

通信機能 

(マルチプロセッサモー

ド) 

1 (マスタ) -to-n (スレーブ) 通信サポート 

(マスタおよびスレーブシステムどちらもサポー

ト) 

1 (マスタ) -to-n (スレーブ) 通信サポート 

 (マスタおよびスレーブシステムどちらもサポー

ト) 

FIFOオプション 送信および受信 FIFOが用意されます。 送信および受信 FIFOがサポートされます。 

送信 FIFOと受信 FIFOを選択可能 対応なし 

送信データは再送信可能 対応なし 

受信 FIFO割込みのタイミングはソフトウェアで

変更できます。 

受信 FIFO割込みのタイミングはソフトウェアで

変更できます。 

独立した FIFOリセットがサポートされます。 独立した FIFOリセットがサポートされます。 
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2.4.2.2 I2C 

Traveo IIファミリ SCB (I2C) データの送受信は、常に FIFOモードで実行されます。Traveo IIファミリでは、9つの

SCBブロックの内、8つが I2Cをフルサポートしますが、1つは I2Cスレーブモードのみをサポートします。表 31に

主な相違を示します。 

表 31. I2Cの相違 

項目 S6J3428/9/Aシリーズ CYT2B7/B9, CYT4BFシリーズ 

データバッファ 全二重ダブルバッファ(FIFO未使用) シングルメモリバッファ 

(EZ I2C/Command-RESP) 

送信/受信 FIFO (各 16 bytes) (FIFO使用時) 送信/受信 FIFO (各 32/256/512 bytes) (FIFOモー

ドのみ) 

シリアル入力 シリアルクロックのデータ入力の場合、2〜38バ

スクロックのノイズが除去されます。 

50 nsまでのグリッチをフィルタリング 

転送モード 同期 同期 

ボーレート 専用ボーレートジェネレータ内蔵 (15ビットリ

ロードカウンタ含む)  
▪ スローモード (50 kbps) 

▪ 標準モード (100 kbps), 

▪ 高速モード (400 kbps), 

▪ 高速モードプラス (1000 kbps) 

データ長 8ビット 8ビット 

伝送方式 NRZ NRZ 

割込み要求 受信割込み 受信割込み 

(各転送の終了時に I2C停止検出, リード転送の終

了時に I2C停止検出) 

送信割込み 送信割込み 

(各転送の終了時に I2C停止検出, ライト転送の終

了時に I2C停止検出) 

ステータス割込み 

(INT割込み, ストップコンディション割込み, 繰

返し開始検出割込み, シリアルタイマ割込み) 

ステータス割込み 

(I2Cマスタ受信 NACK, I2Cマスタ受信 ACK, I2C

バスエラー, I2Cスレーブロストアービトレー

ション, I2Cスレーブ受信 NACK, I2Cスレーブ受

信 ACK, I2Cスレーブ受信 STOP, I2Cスレーブ受

信 START, I2Cスレーブアドレス一致, I2Cスレー

ブアドレス一致, I2Cバスエラー) 

送信 FIFO割込み (TX FIFOが割込みトリガ・レ

ベルを超えない場合、または TX FIFOが空の場

合、TX FIFOオーバランエラーが発生) 

送信 FIFO割込み (TX FIFOがフルではなく、TX 

FIFOが空, TX FIFOがオーバフロー, TX FIFOが

アンダフロー) 

受信 FIFO割込み (受信 FIFO実行中) 受信 FIFO割込み (RX FIFOがフル, RX FIFOが

空でない, RX FIFOがオーバフロー, RX FIFOが

アンダフロー) 

DMA転送サポート機能は、送信と受信の両方に

提供されます。 

対応なし 

対応なし アドレス一致でウェイクアップ要求 
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項目 S6J3428/9/Aシリーズ CYT2B7/B9, CYT4BFシリーズ 

FIFO ▪ 送信 FIFO と受信 FIFO が用意されます (送信

FIFOは 64 bytes, 受信 FIFOは 64 bytes)。 

▪ 送信 FIFOと受信 FIFOを選択できます。 

▪ 送信データは再送信できます。 

▪ 受信 FIFO 割込みのタイミングは、ソフトウェ

アで変更できます。 

▪ 独立した FIFOリセットがサポートされます。 

▪ 送受信 FIFO (32/256/512 bytes) 

▪ 送信 FIFOと受信 FIFOを選択可能です。 

▪ 送信データは再送信可能です。 

▪ 受信 FIFO 割り込みのタイミングは、ソフト

ウェアで変更可能です。 

クロックストレッチ 対応 対応 

I2Cモード 対応 

▪ マスタ 

▪ スレーブ 

▪ マルチマスタ 

対応 

▪ マスタ 

▪ スレーブ 

▪ マルチマスタ 

 

2.4.2.3 SPI 

Traveo II ファミリ SCB (SPI) データの送受信は常に FIFO モードで実行されます。Traveo II ファミリでは、9 つの

SCB ブロックの内、8 つが SPI をフルサポートしますが、1 つは SPI スレーブモードのみをサポートします。表 32

に主な相違を示します。 

表 32. SPIの相違 

項目 S6J3428/9/Aシリーズ CYT2B7/B9, CYT4BFシリーズ 

データバッファ 送信および受信 FIFO (各 64 bytes) (FIFO使用時) 送受信 FIFO (各 32/256/512 bytes) (FIFOモード

のみ) 

転送フォーマット クロック同期 (start/stopビットなし) クロック同期 (start/stopビットなし) 

マスタ/スレーブ機能 マスタ/スレーブ機能 

SPIに対応 (マスタとスレーブ双方に対応) SPIをサポート (マスタとスレーブ双方に対応) 

ボーレート 専用のボーレートジェネレータが用意されます (マ

スタ動作中は 15ビット・リロード・カウンタから

構成されます)。 

最大 8 Mbps 

▪ CTRL.OVSレジスタサポート 

▪ ボーレート= clk_scb / (OVS + 1) *OVS=3-15 

最大 12 Mbps 

外部クロック入力を許可 (スレーブ動作時) 外部クロックのスレーブ動作に対応 

データ長 5～16, 20, 24, 32ビット 4ビットから 32ビットまでプログラム可能な

データフレームサイズ 
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項目 S6J3428/9/Aシリーズ CYT2B7/B9, CYT4BFシリーズ 

割込み要求 受信割込み 

▪ 受信完了 

▪ オーバランエラー 

▪ 受信ブロック転送エラー 

対応なし 

受信 FIFO割込み 

▪ 受信 FIFO実行中 

受信 FIFO割込み 

▪ 受信 FIFOがフル 

▪ 受信 FIFOが空ではない 

▪ 受信 FIFOのオーバフロー 

▪ 受信 FIFOアンダフロー 

転送割込み 

▪ 転送データが空 

▪ 送信バスアイドル 

▪ チップエラー割込み 

▪ 送信ブロック転送エラー 

転送割込み 

▪ SPIマスタ転送完了 

▪ SPIバスエラー 

▪ EZSPI 転送後に SPI スレーブの選択が解除さ

れた 

▪ 書き込み EZSPI 転送後に SPI スレーブが選択

解除された 

送信 FIFO割込み 

▪ 送信 FIFOが割込みトリガ・レベル以下の場合 

▪ 送信 FIFOが空の場合、送信 FIFOのオーバラン 

送信 FIFO割込み 

▪ 送信 FIFOがフルではない 

▪ 送信 FIFOが空 

▪ 送信 FIFOのオーバフロー 

▪ 送信 FIFOアンダフロー 

DMA転送サポート機能は、送信と受信の両方に提

供されます。 

対応なし 

ステータス割込み 

▪ シリアルタイマ割込み 

ステータス割込み 

▪ スレーブ選択でウェイクアップ要求 

▪ 各転送の最後に SPI STOP検出 

▪ 書き込み転送の終了時の SPI STOP検出 

▪ 読み取り転送の終了時の SPI STOP検出 

シリアルチップセレク

ト 
▪ 4チャネル制御 (独立制御, ラウンディング制御) 

▪ セットアップ/ホールド/選択解除時間を可変可能 

▪ アクティブレベルはチャンネルごとに選択可能 

▪ 最大4つのスレーブセレクトラインをサポート 

同期モード マスタまたはスレーブ機能 マスタまたはスレーブ機能 

FIFOオプション ▪ 送受信 FIFOを内蔵 (送信 FIFOは 64 bytes, 受信

FIFOは 64 bytes) 

▪ 送信 FIFOと受信 FIFOを選択可能 

▪ 送信データは再送信可能 

▪ 受信 FIFO割込みのタイミングはソフトウェアで

変更可能 

▪ 独立した FIFOリセットが対応されます 

▪ 送受信FIFO搭載 (送信FIFO: 32/256/512 bytes, 

受信 FIFO: 32/256/512 bytes) 

▪ 受信 FIFO 割込みタイミングはソフトウェアで

変更可能 

▪ FIFOリセットは独立してサポートされます 
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2.4.2.4 LIN 

Traveo IIファミリ LINブロックは、LINフレームの自律的な転送をサポートします。表 33に主な相違を示します。 

表 33. LINの相違 

項目 S6J3428/9/Aシリーズ CYT2B7/B9, CYT4BFシリーズ 

シリアル入力 オーバサンプリングはバスクロックで 3回実行され

ます。受信値は、大多数のルールによって決定され

ます。 

サンプルポイントで 3倍のオーバサンプル (ノ

イズフィルタ)。 

転送モード 非同期 非同期 

ボーレート ▪ 専用のボーレートジェネレータが提供されます 

(15ビットのリロードカウンタで構成されます)。 

▪ 外部クロックはリロードカウンタで調整可能。 

▪ 同期フィールド受信による自動ボーレート調整。 

▪ 各チャネルに設定 

▪ 同期フィールドをアプリケーションで受信

してボーレート調整 

データ長 8ビット 8ビット 

伝送方式 NRZ NRZ 

開始ビット検出 スタートビットの立下りエッジに同期 スタートビットの立下りエッジに同期 

エラー検出 ▪ フレーミングエラー 

▪ オーバランエラー 

▪ 送信機ビットエラー 

▪ 受信同期エラー 

▪ レシーバ PIDエラー 

▪ レシーバフレームエラー 

▪ 応答チェックサムエラー 

▪ タイムアウト検出 

▪ 送信機ビットエラー 

▪ 受信同期エラー 

▪ レシーバフレームエラー 

▪ レシーバ PIDパリティエラー 

▪ 応答チェックサムエラー 

▪ レシーバノイズ検出 
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項目 S6J3428/9/Aシリーズ CYT2B7/B9, CYT4BFシリーズ 

割込み要求 受信割込み 

▪ 受信完了 

▪ 受信ブロック転送エラー 

受信割込み 

▪ RXブレークウェイクアップ完了 

▪ RXヘッダ同期完了 

▪ RXヘッダ完了 

▪ RX応答完了 

受信 FIFO割込み 

▪ 受信 FIFO実行中 

対応なし 

送信割込み 

▪ 送信データが空 

▪ 伝送バスアイドル 

▪ 送信ブロック転送エラー 

送信割込み 

▪ TXヘッダ完了 

▪ TX応答完了 

▪ TXウェイクアップ完了 

ステータス割込み 

▪ LINブレークフィールド検出 

▪ シリアルタイマ割込み 

ステータス割込み 

▪ レシーバノイズ検出 

▪ タイムアウト検出 

ICUへの割込み要求 

▪ LIN同期フィールド検出: LSYN 

対応なし 

送信 FIFO割込み 

▪ 送信 FIFOが割込み閾値内にある場合 

▪ 送信 FIFOが空の場合 

▪ 送信 FIFOオーバラン 

対応なし 

DMA転送は、送信と受信の両方で対応されます。 対応なし 

LINバスオプション ▪ LINプロトコル 2.1版サポート 

▪ マスタデバイス動作 (オートおよびマニュアル

モード) 

▪ スレーブデバイス動作 (マニュアルモードのみ) 

▪ 自動ヘッダ送信 

▪ 自動応答送信 

▪ 自動応答受信 

▪ 入力キャプチャに接続された LIN同期フィールド

の開始/停止エッジの検出 

▪ LINブレークフィールド生成 (マニュアルモード) 

▪ LINブレークデリミタ生成 (マニュアルモード) 

▪ LINブレークフィールド検出 (マニュアルモード) 

▪ ISO17987 規格に準拠したハードウェアでの

LINプロトコルの対応 

▪ マスタデバイス動作 (オートモード) 

▪ スレーブデバイス動作 (オートモード) 

▪ 自動ヘッダ送信 

▪ 自動応答送信 

▪ 自動応答受信 

ウェイクアップパルス ▪ 受信は対応なし 

▪ 送信は対応なし 

▪ 受信は対応 

▪ 送信は対応 

LINトランシーバ制御 ▪ 対応なし ▪ 対応 

UARTプロトコル ▪ 対応なし ▪ 対応 
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2.4.3  CAN FD 

表 34に CAN FD機能の表を示します。Traveo IIファミリはグローバルなチャネル制御のためにメッセージ RAMと

タイムスタンプ機能を共有します。Traveo IIファミリは、DMA転送用の受信FIFO先頭ポインタをサポートします。 

表 34. CAN FDの相違 

CAN FD S6J3428/9/Aシリーズ CYT2B7/B9, CYT4BFシリーズ 

従来の CAN 対応 対応 

CAN FD 対応 対応 

TTCAN 対応なし 対応 

メッセージバッファ15 ▪ 64 (拡張 ID) + 128 (標準 ID) Rx フィルタ 

▪ 2 * 64メッセージ Rx FIFO + 64メッセージ専

用 Rxバッファ 

▪ 32メッセージ専用 Txバッファ 

▪ 32イベント Tx FIFO 

▪ 64 (拡張 ID) + 128 (標準 ID) Rxフィルタ 

▪ 2 * 64メッセージ Rx FIFO + 64メッセージ専

用 Rxバッファ 

▪ 32メッセージ専用 Txバッファ 

▪ 32イベント Tx FIFO 

メッセージハンドラ 1 1 

メッセージ RAMアク

セス 

ダイレクトアクセス ダイレクトアクセス 

メッセージ RAM 専用タイプ 共用タイプ 

ECC付メッセージ
RAM 

対応 対応 

タイムスタンプ機能 対応 対応 

▪ 共有タイムスタンプカウンタ 

受信 FIFO先頭ポイン

タ 

対応なし 対応 

 

2.4.4  I /O インタフェース  

表 35 に I/Oインタフェースの機能を示します。主な違いは、入力スレッショルド選択, 出力ドライブ強度選択, ノイ

ズフィルタ, およびスマート I/Oです。 

表 35. I/Oインタフェースの相違 

I/Oインタフェース S6J3428/9/Aシリーズ CYT2B7/B9, CYT4BFシリーズ 

入力閾値の選択 

▪ CMOS (0307) 

▪ Automotive (0508) 

▪ TTL 

TTL以外対応 対応 

 
15 Traveo と Traveo II の場合、リストされている数字はアドレス可能な最大メッセージバッファを示します。 利用可能なメッセー

ジ RAM (MRAM) サイズに依存します。 
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I/Oインタフェース S6J3428/9/Aシリーズ CYT2B7/B9, CYT4BFシリーズ 

出力ドライブ強度の選

択 

対応 

▪ 1 mA 

▪ 2 mA 

▪ 3 mA (I2Cのみ) 

▪ 5 mA 

対応 

▪ 0.5 mA 

▪ 1 mA 

▪ 2 mA 

▪ 5 mA 

▪ 6 mA (GPIO (IOL)のみ) 

▪ 10 mA (HSIO_STD のみ, CYT4BF のみサポー

ト) 

プルアップ/プルダウン 対応 

▪ 50 kΩ (typ) 

対応 

▪ 50 kΩ (typ) 

ハイ・インピーダンス

状態 

対応 対応 

低電力モード中のポー

トステータスホールド 

対応 対応 

ノイズフィルタ ポートピンごとに対応 

▪ 最大 100 ns 

ポートグループごとに対応 

▪ 最大 50 ns 

スマート I/O 対応なし 対応 

 

2.4.5  ADC 

表 36に ADCの機能を示します。主な違いは、結果のデータ形式, 平均化, およびプレコンディショニングです。 

表 36. ADCの相違 

ADC S6J3428/9/Aシリーズ CYT2B7/B9, CYT4BFシリーズ 

12ビット分解能 対応 対応 

ロジカルチャネル 対応 対応 

ソフトウェアトリガ 対応 対応 

ハードウェアトリガ 対応 対応 

アイドルトリガ 

(Continuous) 

対応 

▪ アイドルトリガ 

対応 

▪ Continuous 

チャネルごとの結果の

データ 

対応 

▪ シングルバッファ 

対応 

▪ 2重バッファ 

結果のデータとフォー

マット 
▪ Unsigned(固定) 

▪ 右揃え(固定) 

▪ 8ビット/10ビット/12ビット 

▪ Sign/Unsigned 

▪ 左/右揃え 

▪ 最大 16 ビット (符号/ゼロ拡張), プログラム可

能な右シフト 

チャネルごとにプログ

ラム可能なサンプル時

間 

対応 

▪ 4つの 16ビットレジスタから 1つを選択 

▪ ≥ 7サイクル 

対応 

▪ チャネルごとに 12ビット レジスタ 

▪ ≥ 11サイクル 

比較時間 ≥ 16サイクル (16ビット レジスタ) 15サイクル (固定) 
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ADC S6J3428/9/Aシリーズ CYT2B7/B9, CYT4BFシリーズ 

レンジ検出 対応 

▪ チャネルごとに 8つの閾値(上/下)レジスタから

1つを選択 

▪ 内部/外部 

対応 

▪ チャネルごとの閾値(上/下)レジスタ 

▪ 内部/外部/上/下 

パルス検出 対応 

▪ 8ビット ポジティブカウンタ 

▪ 5ビット ネガティブカウンタ 

対応 

▪ 8ビット ポジティブカウンタ 

▪ 5ビット ネガティブカウンタ 

平均化 対応なし 対応 

グループスキャン 対応 対応 

グループが中断したと

きのプリエンプション

タイプ 

対応 

▪ Resume 

▪ Restart 

▪ Stop 

対応 

▪ ABORT_RESUME 

▪ ABORT_RESTART 

▪ ABORT_CANCEL 

▪ FINISH_RESUME 

優先度 対応 

▪ チャネルごとに 16の優先順位 

対応 

▪ グループあたり 8つの優先順位 

割込み 対応 

▪ チャネルごと/グループ変換完了 

▪ チャネルごとのレンジ検出 

▪ チャネルごとのパルス検出 

▪ グループの中断 

対応 

▪ チャネルごとのレンジ検出 

▪ チャネルごとのパルス検出 

▪ チャネル/グループごとのオーバフロー 

▪ グループ/チャンネル完了 

▪ グループのキャンセル 

DMA要求 対応 対応 

キャリブレーション 対応 

▪ アナログキャリブレーション 

対応 

▪ アナログキャリブレーション 

▪ 代替キャリブレーション 

▪ コヒーレントキャリブレーションの更新 

プレコンディショニン

グ 

対応なし 対応 

▪ オフ 

▪ VREFL 

▪ VREFH 

▪ 基準電圧診断 

基準電圧診断 対応 

▪ AVRL 

▪ AVRH 

対応 

▪ VREFLから VREFHまでの 10の電圧レベル 

パワーダウンモード 対応 対応 

デバッグモード 対応 対応 

ソフトウェアアボート 対応 

▪ 強制終了 

対応 

▪ IPディセーブル 

http://www.cypress.com/


Traveoと Traveo IIの比較 

www.cypress.com Document Number: 002-22771 Rev. *C 38 

2.4.6  RTC 

表 37に RTCの機能を示します。主な違いは、ソースクロック, 0.5秒, 月, 年の各カウンタ, および割込みです。 

表 37. RTCの相違 

RTC S6J3428/9/Aシリーズ CYT2B7/B9, CYT4BFシリーズ 

ソースクロック メインクロック振動子 (4 MHz) 

サブクロック振動子 (32 kHz) 

内蔵低速発振器 (100 kHz) 

時計用水晶振動子(32 kHz) 

内蔵低速発振器 (32 kHz) 

0.5秒カウンタ 対応 対応なし 

▪ イベントジェネレータのカウントは 1 秒未満の

カウントが可能 

秒カウンタ 対応 対応 

分カウンタ 対応 対応 

時カウンタ 対応 対応 

日カウンタ 対応 対応 

月カウンタ 対応なし 対応 

年カウンタ 対応なし 対応 

自動うるう年補正 対応なし 対応 

割込み 各カウンタ (日/時/分/秒/0.5秒) 2つの独立したアラーム(月/日/時/分/秒) 

キャリブレーション 対応 

▪ メインクロックによる自動キャリブレー

ション 

対応 

▪ 波形出力とソフトウェアによるキャリブレー

ション 

 

2.4.7  CRC 

Traveoでは、CRCは専用モジュールで実装されます。Traveo IIは、CRYPTモジュールと DMAモジュールに実装さ

れます。 

表 38. CRCの相違 

項目 S6J3428/9/Aシリーズ CYT2B7/B9, CYT4BFシリーズ 

方法 CRCモジュールに対応 

▪ CCITT CRC16 (多項式= "0x1021") 

▪ IEEE-802.3 CRC32 (多項式= "0x04C11DB7") 

CRYPTモジュールと DMA moduleモジュールに

対応 

▪ CCITT CRC16 (多項式= "0x1021") 

▪ IEEE-802.3 CRC32 (多項式= "0x04C11DB7") 

 

2.4.8  CXPI  

Traveo IIファミリには、CYT2B9シリーズ MCUにのみ CXPIモジュールが実装されます。 

CXPIは以下をサポートします。 

▪ ISO/WD20794-4に準拠したハードウェアでの CXPIプロトコルのサポート 

▪ マスタノード 

 自動フィールド要求と応答転送処理 

▪ ネットワークアクセス方式 

 イベントトリガ方式 
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 ポーリング方式 

▪ キャリア検出多重アクセスと衝突分析(CSMA/CR) 

▪ データ信号のエンコード/デコードフォーマット 

 Non-return to zero (NRZ)モード 

 パルス幅変調 (Pulse width modulation (PWM)) モード 

▪ ウェイクパルス発生 

▪ クロック検出 

▪ 通常フレーム用の 8ビットチェックサムとロングフレーム用の 16ビットチェックサム 

▪ 400倍ビットタイムオーバサンプリング 

▪ エラー検出 

▪ タイムアウト検出 

▪ 以下のメッセージバッファ 

 保護識別子 (PID) フィールド 

 フレーム情報 (FI) フィールド 

 16段の送受信 FIFOバッファ 

 チェックサムフィールド 

▪ ハードウェアエラーインジェクションを含むテストモード 

2.4.9  FlexRay  

Traveo IIファミリには CYT4BFシリーズ MCUにのみ FlexRayモジュールがあります。 

FlexRayは以下の機能を提供します。 

▪ FlexRayプロトコル仕様 v2.1に準拠 

▪ 各チャンネルで最大 10 Mbpsのデータ転送 

▪ 最大 128個のメッセージバッファを設定可能 

▪ ストレージ用の 8 KB のメッセージ RAM。これは最大 128 個のメッセージバッファです。48 バイトのデータセ

クション, または 254バイトのデータセクションを持つ最大 30個のメッセージバッファ 

▪ ペイロード長が異なる可能性のあるメッセージバッファの設定 

▪ 1つの設定可能な受信 FIFO 

▪ 各メッセージバッファは、受信バッファ, 送信バッファ, または受信 FIFOの一部として設定可能 

▪ 入力バッファおよび出力バッファを介したメッセージバッファへのホストアクセス 

▪ 入力バッファ: メッセージ RAMに転送されるメッセージを保持 

▪ 出力バッファ: メッセージ RAMから読み出されたメッセージを保持 

▪ スロットカウンタ, サイクルカウンタ, およびチャネルのフィルタリング 

▪ マスク可能なモジュール割込み 

▪ ネットワーク管理をサポート 

 

FlexRayは、これらのインタフェースを実装する 6つの主要サブブロックで構成されます。 

▪ FlexRayプロトコル仕様 v2.1，最大 10 Mbpsのデータレートをサポート 

▪ CIF MMIOレジスタ 

▪ DMAコントロール 

▪ 同期トリガジェネレータ 

▪ デコーダは AHBインタフェースと他の機能ブロックの間で動作 

http://www.cypress.com/


Traveoと Traveo IIの比較 

www.cypress.com Document Number: 002-22771 Rev. *C 40 

▪ AHBスレーブインタフェースは、この FlexRay モジュールへのホスト要求を駆動 

次のインタフェースがサポートされます。 

▪ ホストプロセッサへの 32 ビット AHB-lite インタフェース。ワード(32 ビット)トランザクションのみがサポート

されます。ハーフワード(16ビット)およびバイト(8ビット)トランザクションはバスエラー応答を返します。 

▪ FlexRay物理層インタフェース 

▪ ホストプロセッサへの割込み 

▪ トリガインタフェース(DMAと外部同期) 

2.4.10  SDHC ホストコントローラ  

Traveo IIファミリには CYT4BFシリーズにのみ SDHCホストコントローラモジュールがあります。 

SDHCインタフェースは次の機能を提供します。 

▪ 標準コンプライアンス 

 SD 6.0/SDIO 4.10/eMMC 5.1 

▪ SD SDR50: 50 MB/s (4 ビットデータ＠100MHz) 

▪ eMMC 52 MHz DDR: 104 MB/s (8 ビットデータ＠52MHz DDR) 

 SDと eMMCで共有されている HCI 4.2 (Host Controller Interface) 仕様 

▪ AHBマスタインタフェース 

 ADMA3使用 

▪ 連続書込み操作のためのデータプリフェッチをサポート 

▪ パケットストレージ用のシングルポート RAM 

 バッファ幅に合わせたデータの自動パッキング/アンパック 

▪ 設定/制御/ステータス用の AHBスレーブインタフェース 

2.4.11  シリアルメモリインタフェース  

Traveo IIファミリは、CYT4BFシリーズ MCUのみでシリアルメモリインタフェース (SMIF) を備えます。 

SMIFは、シングル, デュアル, またはクアッド SPIプロトコルをサポートするシリアルメモリデバイスへの SPIマス

タインタフェースを提供します。 

SMIFは以下の機能を提供します。 

▪ HyperBusプロトコル 

▪ SPIモード 0: クロック極性 (CPOL) とクロック位相 (CPHA) はどちらも 0 

▪ シングル, デュアル, およびクアッド SPIプロトコルのサポート 

▪ デュアル－クアッド SPI モードのサポート: 2 つのクアッド SPI メモリデバイスを使用して、SPI の読出しおよ

び書込み転送用のデータ帯域幅を増やす 

▪ シングルデータレート (SDR) およびデュアルデータレート (DDR) 転送のサポート 

▪ 最大 4つの外部メモリデバイスをサポート。2の倍数で [64 KB, 4 GB] の範囲のデバイス容量をサポート 

▪ インプレース実行(XIP)およびメモリマップド入力/出力(MMIO)操作モード 

 XIP動作モードは、SPIの読取り転送と書込み転送の両方をサポート 

▪ 4 KBの XIP読取りキャッシュのサポート 

▪ XIP操作モードは、書込みデータのオンザフライ暗号化と読取りデータのオンザフライ復号化をサポート 

▪ SPIインタフェースロジックは、FIFOの輻輳に対処するための SPI転送のストールをサポート 

▪ SPIインタフェースロジックは、非同期の SPI送受信インタフェースクロックをサポート 

▪ SPIインタフェースロジックは複数のインタフェース受信クロックをサポート 

▪ SPIインタフェースロジックは、柔軟な外部メモリデバイスのデータ信号接続をサポート 
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2.4.12  Ethernet  

Traveo IIファミリには、CYT4BFシリーズ MCUのみに Ethernetモジュールがあります。 

Ethernet機能を実現するために外部 PHYへのインタフェースを提供します。Ethernetは以下の機能を提供します。 

▪ 10, 100, および 1000 Mbps 全 2重動作 

▪ RGMII, RMII, および GMIIインタフェースをサポート 

▪ AXIインタフェース (64ビット) 

▪ 最大 4つの Txおよび 1つの Rxプライオリティキューをサポート 

▪ 802.1ASおよび 1588精密クロック同期プロトコルのサポート 

▪ Tx同期フレーム用に 1588ワンステップクロックをサポート 

▪ オプションの IEEE1588タイムスタンプユニット 

▪ 802.3az EEEのサポート 

▪ 802.1Qbb優先度ベースのフロー制御のサポート 

▪ IP, TCP, および UDPチェックサムオフロードの送受信 

▪ 送信フレーム上の自動 PADおよび CRC生成 

▪ PHY管理用の MDIOインタフェース 

▪ 2つの最も優先順位の高い送信キューでの 802.1Qav トラフィックシェーピングをサポート 

▪ 送信キューで完全優先, DWRR, または Enhanced Transmission Selection (ETS - 802.1Qaz) をサポート 

2.5 開発ツールと Flash プログラミングツール 

Traveo および Traveo II ファミリは、Green Hills Software (GHS) と IAR のツールをサポートします。 

さらに、Traveo IIファミリでは、iSystem, Lauterbach, およびSeggerなどの他のベンダのツールもサポートします。 

表 39に開発ツールと Flashプログラミングツールの主な相違を示します。 

表 39. 開発ツールと Flashプログラミングツール 

ツール S6J3428/9/Aシリーズ CYT2B7/B9, CYT4BFシリーズ 

エミュレータ/プローブ ソフトウェア/コンパイラ エミュレータ/プローブ ソフトウェア/コンパイラ 

開発ツール 

GHS Probe 
 

GHS Multi 

 (v2015.1.6 以降) 
GHS Probe 
 (5.4.4) 

GHS Multi V7 
 (Version 7.1.4) 

IAR I-JET 
 

EWARM 

 (v7.30.4以降) 
IAR I-JET 
 

EWARM 
 (8.11) 

- - 

iSystem i-TAG Family 

- Lauterbach TRACE 32-
ICE 

Flashプログ

ラミングツー

ル 

GHS Probe 
 

GHS Multi 

 (v2015.1.6以降) 

GHS Probe 
 (5.4.4) 

GHS Multi V7 
 (Version 7.1.4) 

IAR I-JET 
 

EWARM 

 (v7.30.4以降) 

IAR I-JET 
 

EWARM 
 (8.11) 

Serial Interface Cable 

(シリアルプログラミング

モードにて) 

Flash programmer Cypress MiniProg3 Cypress Programmer 

 (CYP使用) 

Minato - Segger J-Link J-Flash 

BPM Micro Segger Flasher Arm 

 (量産品用) 

J-Flash 

 DTS INSIGHT 
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2.6 MCAL サポート 

表 40に MCALの機能について示します。主な違いは、AUTOSAR版数, コンパイラ, および OCUモジュールです。 

表 40. MCALサポートの相違 

MCAL Traveo Traveo II 

AUTOSAR版数 4.0.3 4.2.2 

コンパイラ GHS MULTI V2015.1.6 GHS MULTI V2017.1.4 

MCUモジュール 対応 対応 

WDGモジュール 対応 対応 

GPTモジュール 対応 対応 

FLSモジュール 対応 対応 

SPIモジュール 対応 対応 

LINモジュール 対応 対応 

CANモジュール 対応 対応 

ICUモジュール 対応 対応 

PWMモジュール 対応 対応 

ADCモジュール 対応 対応 

DIOモジュール 対応 対応 

PORTモジュール 対応 対応 

OCUモジュール 対応なし 対応 
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3 クラスター製品 

3.1 Traveoと Traveo II ファミリ MCU機能比較 

表 41.対象 MCU 

MCUファミリ MCUシリーズ 

Traveoファミリ S6J3200シリーズ 

Traveo IIファミリ CYT4DNシリーズ, CYT2C9シリーズ 

 

表 42. Traveoと Traveo IIファミリ MCUの比較 

機能 
Traveo ファミリ Traveo IIファミリ 

S6J3200シリーズ CYT4DNシリーズ CYT2C9 シリーズ 

フラッシュメモリ(コードフラッ

シュ) 
2112 KB 6336 KB 2112 KB 

フラッシュメモリ(ワークフラッ

シュ) 
112 KB 128 KB 128 KB 

SRAM0 256 KB 256 KB 256 KB 

SRAM1 - 256 KB - 

SRAM2 - 128 KB - 

CXPI なし サポート サポート 

グラフィクスインタフェース 

映像出力 

▪ DRGB x2 

▪ RSDS x1 

▪ LVDS (FDP-Link) x1 

映像入力 

▪ RGB/YUV/ITU656 x1 

グラフィクスエンジン 

▪ 2D グラフィクスエンジン (2.5D 効

果) 

▪ 3Dグラフィクスエンジン 

映像出力 

▪ DRGB x2 

▪ LVDS (FDP-Link) x2 

映像入力 

▪ RGB/YUV/ITU656 x1 

▪ MIPI CSI-2 x1 

グラフィクスエンジン 

▪ 2D グラフィクスエ

ンジン (2.5D効果) 

なし 

オーディオ 

I2S x2 

TDMなし 

PCMPWM x2 

サウンドジェネレータ x1,サウンド

ウェーブフォームジェネレータ x1 

ミキサー x5 

オーディオ DAC x1 

I2S x4 

TDM x4 

PCMPWM x2 

サウンドジェネレータ 

x1 

ミキサー x2 

オーディオ DAC x1 

I2S x2 

TDM x2 

PCMPWM x1 

サウンドジェネレータ
x5 

ミキサー x1 

オーディオ DACなし 

シリアルメモリインタフェース サポート (HSSPI, HyperBus) サポート なし 

Ethernet サポート サポート なし 

LCDコントローラ サポート なし サポート 
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3.2 製品概要 

図 11に、CYT4DNシリーズのアーキテクチャの主要コンポーネントを示します。 

図 11. ブロックダイヤグラム (CYT4DNシリーズ) 
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3.3 オンチップシステム機能 

3.3.1  CPU 

Traveoファミリは Cortex-R5プロセッサを備えたシングル CPUです。一方，Traveo II ファミリはデュアル CPU (2

つの Cortex-M7と 1つの Cortex-M0+プロセッサ)です。Traveo IIファミリでは，2つの CPUが CPUサブシステムと

して構成されます。2 つの Cortex-M7 プロセッサはメイン CPU です。また，Cortex-M0+プロセッサは，セキュリ

ティ，安全性，および保護機能を実装できるサブ CPU です。CPU コアが変更されると、MCU の機能はコア仕様に

従って変更されます。 

表 43. CPUの相違 

項目 
Traveoファミリ (S6J3280シ

リーズ) 

Traveo IIファミリ (CY4DNシリーズ) 

備考 

メイン CPU サブ CPU 

CPUコア Cortex-R5F Cortex-M7 (x2) Cortex-M0+  

動作周波数 最大 240 MHz 最大 320 MHz 最大 100 MHz 製品仕様 

FPU 単精度／倍精度 単精度／倍精度 なし  

MPU 16リージョン 16リージョン 8リージョン 16 

キャッシュメモリ I-cache 16 KB/D-cache 16 KB I-cache 16 KB/D-cache 16 KB なし  

TCM 

インタフェース 

対応 

TCRAM実装 

対応 対応なし  

割込みコントロー

ラのサポート 

ベクタ割込みコントローラ (VIC), 

ソフトウェアによる多重割込み 

ネスト型ベクタ割込みコントローラ (NVIC)  

 
16 Traveo II ファミリはメモリ保護として，CPU 内蔵の MPU に加えた SMPU を搭載します。3.3.14 メモリ保護を参照してくださ

い。 
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3.3.2  メモリデザイン  

表 44にコードフラッシュ機能を示します。主な相違はプログラム容量, 書込み中の読出し操作, および冗長性です。 

表 44. コードフラッシュの相違 

コードフラッシュ S6J3280 シリーズ CYT4DNシリーズ 

ECC SEC/DED SEC/DED 

セクタ容量 64 KB, 8 KB 32 KB, 8 KB 

プログラム容量 8ビット, 16ビット, 32ビット, 64ビット 64ビット, 256ビット, 4096ビット 

プログラム・消去サイクル/

リテンション 

1000 / 20年 1000 / 20年 

書込み中の読出し操作 対応なし 対応 

 

表 45にワークフラッシュの機能を示します。主な相違はセクタ容量, プログラムと消去のサイクル, 書込み時の読出

し操作, および冗長性です。Traveo IIファミリは，Traveoと比べてより小さいセクタ容量と，より多いプログラムお

よび消去のサイクルをサポートします。 

表 45.ワークフラッシュの相違 

ワークフラッシュ S6J3280 シリーズ CYT4DNシリーズ 

ECC SEC/DED SEC/DED 

セクタ容量 4 KB 2 KB, 128 B 

プログラム容量 32ビット 32ビット 

プログラム・消去サイク

ル/リテンション 

1000 / 20年 

10000 / 10年 

100000 / 5年 

125000 / 20年 

250000 / 10年 

書込み中の読出し操作 対応なし 対応 

 

表 46 に SRAM の機能を示します。主な相違はローパワーモードでのデータ保持です。Traveo II ファミリは

DeepSleepモードでのデータ保持をサポートします。 

表 46. SRAM の相違 

SRAM S6J3280 シリーズ CYT4DNシリーズ 

ECC SEC/DED SEC/DED 

ローパワーモードでの

データ保持 

対応なし 

(TCRAMと SRAMはシャットダウンモードでは

保持されません。バックアップ RAMはシャッ

トダウンモードに保持されます。) 

対応 

(SRAMは，DeepSleepモードで保持されま

す。) 
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3.3.3  デバッグ  

Traveo と Traveo II ファミリは JTAG と SWD デバッグインタフェースをサポートします。表 47 にデバッグインタ

フェースの主な相違について示します。 

表 47. デバッグインタフェースの相違 

項目 S6J3280 シリーズ CYT4DNシリーズ 

デバッグインタフェース JTAG 

 

JTAG 

SWD 

3.3.4  モード設定  

本セクションはボディ エントリ/ハイ製品と同様です。2.3.4節を参照してください。 

3.3.5  電源および電源監視  

Traveo IIファミリの電源は Traveoファミリと同じです、しかし電源の信号名が異なります。また、Traveo IIファミ

リでは電源監視モードの種類が増えています。 

3.3.5.1 電源 

表 48に電源と機能の相違について示します。 

表 48. 電源 

電源 S6J3280 シリーズ CYT4DN シリーズ 

外部 

デジタル 
VCC5 4.5～5.5 V VDDD 2.7～5.5 V 

VCC12 1.1～1.3 V VCCD 1.09～1.21 V 

I/O 

VCC53 3.0～3.6 V/4.5～5.5 V VDDIO_GPIO 2.7～5.5 V 

DVCC  4.5～5.5 V VDDIO_SMC 2.7～5.5 V 

VCC3 3.0～3.6 V 
VDDIO_HSIO, 

VDDIO_SMIF_HV 
3.0～3.6 V 

- - VDDIO_SMIF 1.7～2.0 V 

アナログ 

AVCC3_DAC 3.0～3.6 V VDDA_DAC  3.0～3.6 V 

VCC3_LVDS_Tx 3.0～3.6 V 

VDDHA_FPD0, 

VDDHA_FPD1 
3.0～3.6 V 

VDDA_FPD0, 

VDDA_FPD1 
1.09～1.21 V 

VCC3_LVDS_PLL 3.0～3.6 V 
VDDPLL_FPD0, 

VDDPLL_FPD1 
1.09～1.21 V 

- - VDDA_MIPI 1.09～1.21 V 

AVCC5 4.5～5.5 V VDDA_ADC 2.7～5.5 V 

 

3.3.5.2 電源監視 

本セクションはボディ エントリ/ハイ製品と同様です。2.3.5.2節を参照してください。 

3.3.6  リセット要因  

本セクションはボディ エントリ/ハイ製品と同様です。2.3.6節を参照してください。 
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3.3.7  クロックシステム  

Traveoファミリ クロックシステムと比較して、Traveo IIファミリには Spread Spectrum Clock Generator (SSCG) 

はありますがクロックギア機能はありません。Traveo II ファミリでは、高速起動と低消費電力を特長とする周波数

ロックループ (FLL) が実装されます。DeepSleepおよび Hibernateモードで動作する LPECOが追加されました。表 

49にクロックシステムの主な相違を示します。 

各々のクロックの AC特性についてはデータシートを参照してください。 

表 49. クロックシステムの相違 

クロックシステム S6J3200シリーズ CYT4DNシリーズ CYT2C9 シリーズ 

内部クロックソース 高速 CR: 4 MHz 

(リセット後に使用されるソース 

クロック) 

低速 CR: 100 kHz 

IMO: 8 MHz 

 (リセット後に使用されるソース 

クロック) 

ILO0/1: 32 kHz 

IMO: 8 MHz 

 (リセット後に使用されるソース 

クロック) 

ILO0/1: 32 kHz 

外部クロックソース メインクロック: 3.6～16 MHz 

サブクロック: 32.768 kHz 

ECO: 3.988～33.33 MHz 

WCO: 32.768 kHz 

LPECO: 4～8MHz 

EXT_CLK17: 0.25～100 MHz 

ECO: 3.988～33.33 MHz 

WCO: 32.768 kHz 

LPECO: 4～8MHz 

EXT_CLK18: 0.25～100 MHz 

高速クロック生成 PLL PLL x4 

  入力: 3.6～32 MHz 

  出力: 最大 400 MHz (PLL1) 

SSCG PLL x4 

  入力: 3.6～32 MHz 

出力: 最大 400 MHz (SSCG3) 

SSCGなし PLL x3 

入力: 3.988～33.34 MHz 

出力: 最大 200 MHz 

SSCGあり PLL x5 

入力: 3.988～33.34 MHz 

出力: 最大 400 MHz 

SSCGなし PLL x2 

入力: 3.988～33.34 MHz 

出力: 最大 200 MHz 

SSCGあり PLL x1 

入力: 3.988～33.34 MHz 

出力: 最大 400 MHz 

FLL 未実装 FLL x1 

入力: 0.25～80 MHz 

出力: 24～100 MHz 

FLL x1 

入力: 0.25～80 MHz 

出力: 24～100 MHz 

クロックギア 対応 未実装 未実装 

クロックスーパバイザ メインクロック 

サブクロック 

PLLクロック 

SSCGクロック 

低速 CR 

高速 CR 

CLK_REF (IMOまたは ECOまた 

は EXT_CLK) 

CLK_HF (PLLと FLL) 

ILO0 

CLK_LF (ILO1または WCO) 

CLK_REF (IMOまたは ECOまた 

は EXT_CLK) 

CLK_HF (PLLと FLL) 

ILO0 

CLK_LF (ILO1または WCO) 

 

  

 
17専用の I/Oピンから供給できます。 

18専用の I/Oピンから供給できます。 

http://www.cypress.com/


Traveoと Traveo IIの比較 

www.cypress.com Document Number: 002-22771 Rev. *C 48 

3.3.8  ウォッチドッグタイマ  

ウォッチドッグタイマ (ハードウェア) 機能は、表 13にリストされている機能と同じです。 

表 50にマルチカウンタウォッチドッグタイマ (ソフトウェア) の機能を示します。主な違いは，カウンタクロック，

カウンタ，最大タイムアウトの 3点，およびデバッグ時の動作です。 

表 50. マルチカウンタウォッチドッグタイマ(ソフトウェア)の相違 

マルチカウンタウォッチ 

ドッグタイマ  

(ソフトウェア) 

S6J3280 シリーズ CYT4DNシリーズ 

トリガ ユーザプログラム ユーザプログラム 

カウンタクロック ▪ 高速内部クロック: 4 MHz 

▪ 低速内部クロック: 100 kHz 

▪ メインクロック: 4 MHz～16 MHz 

▪ サブクロック: 32 kHz 

▪ 内蔵低速発振器: 32 kHz 

▪ 時計用水晶振動子: 32 kHz 

▪ プリスケーラーを介したECOとプリスケー

ラーを介した低電力外部クロック発振器 

(LPECO)は，MCWDTにも使用可能。 

カウンタ 32ビット 2 * 16ビット，32ビット(割込みのみ) 

最大タイムアウト 36.4時間 2.11秒 

ウィンドウファンクション 対応 対応 

警告割込み 対応 対応 

タイムアウト期限切れ動作 リセットまたは NMI リセットまたはフォールト 

低消費電力モード時の動作 レジスタで停止または実行を選択できます。 レジスタで停止または実行を選択できます。 

デバッグ中の動作 デバッグ状態で停止 レジスタで停止または実行を選択できます。 

 

3.3.9  低電力モード  

本セクションはボディ エントリ/ハイ製品と同様です。2.3.9節を参照してください。 

3.3.10  割込み構造  

本セクションはボディ エントリ/ハイ製品と同様です。2.3.10節を参照してください。 

3.3.11  データ転送  

本セクションはボディ エントリ/ハイ製品と同様です。2.3.11節を参照してください。 

3.3.12  TPU 

本セクションはボディ エントリ/ハイ製品と同様です。2.3.12節を参照してください。 

3.3.13  フォールトレポート  

本セクションはボディ エントリ/ハイ製品と同様です。2.3.13節を参照してください。 

3.3.14  メモリ保護  

Traveo ファミリの保護機能は，CPU のメモリ保護ユニット (MPU), DMA の MPU, およびペリフェラル周辺保護ユ

ニット (PPU) で構成されます。Traveo IIファミリは，MPU, Shared Memory Protection Unit (SMPU), および PPUで

構成されます。表 51にメモリ保護ユニットの主な相違を示します。 

Traveo IIファミリでは，MPUと SMPUによってメモリ保護が提供されます。MPUは CPUおよびバスインフラスト

ラクチャの一部として実装されます。P-DMA, M-DMA, 暗号化コンポーネントには MPU がありません。これらの

チャネルまたはコンポーネントをプログラムしたバス転送のアクセス制御属性を継承します。 

SMPUはすべてのマスタによって共有されます。そして，PPUはペリフェラルレジスタの保護ユニットです。 
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Traveo IIファミリは，新しい保護属性 (セキュア/非セキュア) および保護コンテキストをサポートします。保護コン

テキストは、保護ユニットの設定変更なしにアクセス制限を変更できます。 

詳細は，テクニカルリファレンスマニュアルを参照してください。 

表 51. 保護機能構成とアクセス属性の相違 

項目 S6J3280 シリーズ CYT4DNシリーズ 備考 

CPUに実装された
MPU 

Cortex-R5: 16リージョン 

アクセス属性: 

▪ アクセス範囲 

▪ 特権/非特権 

▪ リード/ライト 

▪ 実行(コードまたはデータ) 

Cortex-M0+: 8リージョン 

Cortex-M7: 16リージョン 

アクセス属性: 

▪ アクセス範囲 

▪ 特権/非特権 

▪ リード/ライト 

▪ 実行(コードまたはデータ) 

 

バスインフラストラ

クチャに実装された
MPU 

対応なし 16リージョン 

アクセス属性: 

▪ アクセス範囲 

▪ 特権/非特権 

▪ リード/ライト 

▪ 実行(コードまたはデータ) 

デバッガのような外

部マスタ用 

SMPU 対応なし 16リージョン 

アクセス属性: 

▪ アクセス範囲 

▪ 特権/非特権 

▪ リード/ライト 

▪ 実行(コードまたはデータ) 

▪ セキュア/非セキュア 

▪ 保護コンテキスト 

 

PPU アクセス属性: 

▪ ユーザ/特権 

▪ リード/ライト 

アクセス属性: 

▪ アクセス範囲 

▪ 特権/非特権 

▪ リード/ライト 

▪ 実行(コードまたはデータ) 

▪ セキュア/非セキュア 

▪ 保護コンテキスト 

 

MPU16-AHB アクセス属性: 

▪ アクセス範囲 

▪ ユーザ/特権 

▪ リード/ライト 

対応なし 

DMAアクセス保護は SMPUまたは

PPUによって供給されます。 

 

 

3.3.15  ブートプロセス  

本セクションはボディ エントリ/ハイ製品と同様です。2.3.15節を参照してください。 

3.3.16  セキュリティ  

本セクションはボディ エントリ/ハイ製品と同様です。2.3.16節を参照してください。 
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3.4 周辺機能 

3.4.1  タイマ  

本セクションはボディ エントリ/ハイ製品と同様です。2.4.1節を参照してください。 

3.4.2  シリアル通信  

3.4.2.1 UART 

本セクションはボディ エントリ/ハイ製品と同様です。2.4.2.1節を参照してください。 

3.4.2.2 I2C 

本セクションはボディ エントリ/ハイ製品と同様です。2.4.2.2節を参照してください。 

3.4.2.3 SPI 

本セクションはボディ エントリ/ハイ製品と同様です。2.4.2.3節を参照してください。 

3.4.2.4 LIN 

本セクションはボディ エントリ/ハイ製品と同様です。2.4.2.4節を参照してください。 

3.4.3  CAN FD 

本セクションはボディ エントリ/ハイ製品と同様です。2.4.3節を参照してください。 

3.4.4  I /O インタフェース  

表 52 に I/Oインタフェースの機能を示します。主な違いは，入力スレッショルド選択, 出力ドライブ強度選択, ノイ

ズフィルタ, およびスマート IOです。 

表 52. I/Oインタフェースの相違 

I/Oインタフェース S6J3280 シリーズ CYT4DNシリーズ 

入力閾値の選択 

▪ CMOS (0307) 

▪ Automotive (0508) 

▪ TTL 

TTL以外対応 対応 

出力ドライブ強度の選

択 

対応 

▪ 1 mA 

▪ 2 mA 

▪ 3 mA (I2Cのみ) 

▪ 5 mA 

▪ 6 mA (MediaLBのみ) 

▪ 10 mA/20 mA (3 V I/Oのみ) 

▪ 30 mA (SMCのみ) 

対応 

▪ 0.1 mA (HSIO_ENHのみ) 

▪ 0.5 mA 

▪ 1 mA 

▪ 2 mA 

▪ 3 mA (HSIO_ENHのみ) 

▪ 5 mA 

▪ 6 mA (GPIO (IOL)のみ) 

▪ 10 mA (HSIO_STDのみ) 

▪ 30 mA (GPIO_SMCのみ) 

プルアップ/プルダウン 対応 

▪ 50 kΩ (typ) 

対応 

▪ 50 kΩ (typ) 

ハイ・インピーダンス

状態 

対応 対応 

低電力モード中のポー

トステータスホールド 

対応 対応 
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I/Oインタフェース S6J3280 シリーズ CYT4DNシリーズ 

ノイズフィルタ ポートピンごとに対応 

▪ 最大 100 ns 

ポートグループごとに対応 

▪ 最大 50 ns 

スマート IO 対応なし 対応 

 

3.4.5  ADC 

本セクションはボディ エントリ/ハイ製品と同様です。2.4.5節を参照してください。 

3.4.6  RTC 

表 53に RTCの機能を示します。主な違いは，ソースクロック, 割込み, および 0.5秒/月/年の各カウンタです。 

表 53. RTCの相違 

RTC S6J3280 シリーズ CYT4DNシリーズ 

ソースクロック メインクロック振動子 (4 MHz) 

サブクロック振動子 (32 kHz) 

内蔵低速発振器 (100 kHz) 

時計用水晶振動子 (32 kHz) 

内蔵低速発振器 (32 kHz) 

LPECO 

0.5秒カウンタ 対応 対応なし 

▪ イベントジェネレータのカウントは 1秒未満の

カウントが可能 

秒カウンタ 対応 対応 

分カウンタ 対応 対応 

時カウンタ 対応 対応 

日カウンタ 対応 対応 

月カウンタ 対応なし 対応 

年カウンタ 対応なし 対応 

自動うるう年補正 対応なし 対応 

割込み 各カウンタ (日/時/分/秒/0.5秒) 2つの独立したアラーム(月+日+時+分+秒) 

キャリブレーション 対応 

▪ メインクロックによる自動キャリブレーショ

ン 

対応 

▪ 波形出力とソフトウェアによるキャリブレー

ション 

 

3.4.7  CRC 

本セクションはボディ エントリ/ハイ製品と同様です。2.4.7節を参照してください。 

3.4.8  CXPI  

Traveo IIファミリには，CYT4DNおよび CYT2C9シリーズ MCUに CXPIモジュールが実装されます。 

CXPIは以下をサポートします。 

▪ ISO/WD 20794-4に準拠したハードウェアでの CXPIプロトコルのサポート 

▪ マスタノード 

 自動フィールド要求と応答転送処理 

▪ ネットワークアクセス方式 

 イベントトリガ方式 

 ポーリング方式 
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▪ キャリア検出多重アクセスと衝突分析(CSMA/CR) 

▪ データ信号のエンコード/デコードフォーマット 

 Non-return to zero (NRZ)モード 

 パルス幅変調(Pulse width modulation (PWM))モード 

▪ ウェイクパルス発生 

▪ クロック検出 

▪ 通常フレーム用の 8ビットチェックサムとロングフレーム用の 16ビットチェックサム 

▪ 400倍ビットタイムオーバサンプリング 

▪ エラー検出 

▪ タイムアウト検出 

▪ 以下のメッセージバッファ 

 保護識別子 (PID)フィールド 

 フレーム情報 (FI)フィールド 

 16段の送受信 FIFOバッファ 

 チェックサムフィールド 

▪ ハードウェアエラーインジェクションを含むテストモード 

3.4.9  シリアルメモリインタフェース  

Traveo IIファミリでは、CYT4DNシリーズ MCUのみが SMIFを備えます。 

SMIF は，シングル，デュアル，またはクアッド SPI プロトコルをサポートするシリアルメモリデバイスへの SPI マ

スタインタフェースを提供します。 

▪ HyperBusプロトコル 

▪ SPIモード 0: クロック極性 (CPOL)とクロック位相 (CPHA) はどちらも 0 

▪ シングル，デュアル，およびクアッド SPIプロトコルのサポート 

▪ デュアル－クアッド SPI モードのサポート: 2 つのクアッド SPI メモリデバイスを使用して，SPI の読出しおよ

び書込み転送用のデータ帯域幅を増やす 

▪ シングルデータレート (SDR) およびデュアルデータレート (DDR) 転送のサポート 

▪ 最大 4つの外部メモリデバイスをサポート。2の倍数で [64 KB, 4 GB] の範囲のデバイス容量をサポート 

▪ インプレース実行 (XIP) およびメモリマップド入力/出力 (MMIO) 操作モード 

 XIP動作モードは，SPIの読取り転送と書込み転送の両方をサポート 

▪ 4-KBの XIP読取りキャッシュのサポート 

▪ XIP操作モードは，書込みデータのオンザフライ暗号化と読取りデータのオンザフライ復号化をサポート 

▪ SPIインタフェースロジックは，FIFOの輻輳に対処するための SPI転送のストールをサポート 

▪ SPIインタフェースロジックは，非同期の SPI送受信インタフェースクロックをサポート 

▪ SPIインタフェースロジックは複数のインタフェース受信クロックをサポート 

▪ SPIインタフェースロジックは，柔軟な外部メモリデバイスのデータ信号接続をサポート 

▪ Data Learning Pattern (DLP)機能をサポート 

3.4.10  Ethernet  

Traveo IIファミリには，CYT4DNシリーズ MCUのみに Ethernetモジュールがあります。 

Ethernet機能を実現するために外部 PHYへのインタフェースを提供します。Ethernetは以下の機能を提供します。 

▪ 10, 100, および 1000 Mbps全 2重動作 

▪ RGMII，RMII，および GMIIインタフェースをサポート 
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▪ AXIインタフェース (64ビット) 

▪ 最大 4つの Txおよび 1つの Rxプライオリティキューをサポート 

▪ 802.1ASおよび 1588精密クロック同期プロトコルのサポート 

▪ Tx同期フレーム用に 1588ワンステップクロックをサポート 

▪ オプションの IEEE1588タイムスタンプユニット 

▪ 802.3az EEEのサポート 

▪ 802.1Qbb優先度ベースのフロー制御のサポート 

▪ IP，TCP，および UDPチェックサムオフロードの送受信 

▪ 送信フレーム上の自動 PADおよび CRC生成 

▪ PHY管理用の MDIOインタフェース 

▪ 2つの最も優先順位の高い送信キューでの 802.1Qav トラフィックシェーピングをサポート 

▪ 送信キューで完全優先，DWRR，または Enhanced Transmission Selection (ETS - 802.1Qaz) をサポート 

3.4.11  グラフィクスインタフェース  

表 54 にグラフィクスインタフェースの相違を示します。Traveo ファミリには，非常に効率的な 2D/3D グラフィク

スエンジンが搭載されます。Traveo II ファミリは 2D グラフィクスエンジンをサポートします。Traveo および 

Traveo II ファミリどちらも，メモリの節約, 安全性, および高画質のための高度な機能セットを備えた特徴があり，

システム全体の低コストを実現できます。 

表 54. グラフィクスインタフェースの相違 

項目 S6J3280 シリーズ CYT4DNシリーズ 

RSDS出力 1ユニットあり なし 

LVDS(FPD-Link)出力 1ユニットあり 2ユニットありシングル (最大ディスプレイサイ

ズ: 1920×720) 

または， 

1ユニットありデュアル (最大ディスプレイサイ

ズ: 2880×1080) 

DRGB出力 2ユニットあり 2ユニットあり 

ITU656, YUV, RGB映

像入力 

1ユニットあり 1ユニットあり 

MIPI CSI-2 映像入力 なし 1ユニットあり 

MediaLB 1ユニットあり なし 

Ethernet AVB 1ユニットあり 1ユニットあり 

グラフィクスエンジン 2Dグラフィクスエンジン (2.5D効果) 

3Dグラフィクスエンジン 

2Dグラフィクスエンジン (2.5D効果) 

VRAM 2048KB 4096KB 
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3.4.12  オーディオインタフェース  

表 55 にオーディオインタフェースの相違を示します。Traveo と Traveo II ファミリどちらもサウンド処理をサポー

トします。 

表 55. オーディオインタフェースの相違 

項目 Traveoファミリ (S6J3200シリーズ) Traveo IIファミリ (CYT4Dシリーズ) 

PCMPWM 1ユニットあり 2ユニットあり 

TDM 対応なし 4 time-division multiplexing (TDM)インタフェー

スあり 

SG 1ユニットあり 1ユニットあり 

SWFG 1ユニットあり なし 

ミキサー 2ユニットあり 2ユニットあり 

Audio DAC ステレオ 1chあり ステレオ 1chあり 

I2S 2ユニットあり 4ユニットあり 

 

3.4.13  LCD コントローラ  

Traveo ファミリ S6J3200 シリーズおよび Traveo II ファミリ CYT2C9 シリーズは、LCDコントローラを搭載しま

す。 表 56 に LCDコントローラの相違を示します。 

表 56. LCDコントローラの相違 

項目 S6J3200 シリーズ CYT2C9 シリーズ 

セグメント 最大 32セグメント (SEG) 最大 32セグメント (SEG) 

コモン電極 4コモン (COM) 4コモン (COM) 

端子割り当ての自由度 対応なし すべての GPIO端子が COMまたは SEGとして

構成可能 

省電力波形 対応なし タイプ A(標準)とタイプ B(低電力) 

デューティドライブ デューティ選択: 1/2, 1/3, 1/4 

バイアス選択: 1/2, 1/3 

デューティ選択: 1/2, 1/3, 1/4 

バイアス選択: 1/2, 1/3, デジタル相関 

スタティックドライブ 対応 対応なし 

デバイス電力モード RUN/PSSタイマ Active/Sleep/DeepSleep 

デジタルコントラスト

制御 

なし あり 

 

3.5 開発ツールと Flash プログラミングツール 

本セクションはボディ エントリ/ハイ製品と同様です。2.5節を参照してください。 

3.6 MCAL サポート 

本セクションはボディ エントリ/ハイ製品と同様です。2.6節を参照してください。 
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4 関連ドキュメント 

ボディ・エントリ/ハイ製品 

Traveoファミリ シリーズのデータシートとハードウェアマニュアル 

▪ S6J3400 Series Datasheet 

▪ S6J3400 Series Hardware Manual 

▪ Traveo Family Hardware Manual Platform Part for S6J3400 Series 

Traveo IIファミリ シリーズのデータシートとテクニカルリファレンスマニュアル 

▪ 製品データシート (テクニカルサポートに連絡してください。) 

 CYT2B7 Datasheet 32-Bit Arm® Cortex®-M4F Microcontroller Traveo™ II Family 

 CYT2B9 Datasheet 32-Bit Arm® Cortex®-M4F Microcontroller Traveo™ II Family 

 CYT4BF Datasheet 32-Bit Arm® Cortex®-M7 Microcontroller Traveo™ II Family 

 CYT3BB/4BB Datasheet 32-Bit Arm® Cortex®-M7 Microcontroller Traveo™ II Family 

▪ ボディコントローラ エントリ ファミリ (テクニカルサポートに連絡してください。) 

 Traveo™ II Automotive Body Controller Entry Family Architecture Technical Reference Manual (TRM) 

 Traveo™ II Automotive Body Controller Entry Registers Technical Reference Manual (TRM) for CYT2B7 

 Traveo™ II Automotive Body Controller Entry Registers Technical Reference Manual (TRM) for CYT2B9 

▪ ボディコントローラ ハイ ファミリ (テクニカルサポートに連絡してください。)  

 Traveo™ II Automotive Body Controller High Family Architecture Technical Reference Manual (TRM) for 
CYT4BF  

 Traveo™ II Automotive Body Controller High Registers Technical Reference Manual (TRM) for CYT3BB/4BB 

クラスター製品 

Traveoファミリ シリーズのデータシートとハードウェアマニュアル 

▪ S6J3200 Series Datasheet 

▪ S6J3200 Series Hardware Manual 

▪ Traveo Family Hardware Manual Platform Part for S6J3200 Series 

Traveo IIファミリ シリーズのデータシートとテクニカルリファレンスマニュアル 

▪ 製品データシート (テクニカルサポートに連絡してください。) 

 CYT4DN Datasheet 32-Bit Arm® Cortex®-M7 Microcontroller Traveo™ II Family 

▪ クラスター 2D ファミリ (テクニカルサポートに連絡してください。) 

 Traveo™ II Automotive Cluster Family Architecture Technical Reference Manual (TRM) 

 Traveo™ II Automotive Cluster Registers Technical Reference Manual (TRM) 
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改訂履歴 

文書名: AN218629 – Traveoと Traveo IIの比較 

文書番号: 002-22771 

版 ECN 発行日 変更内容 

** 6100309 03/16/2018 これは英語版 002-18629 Rev. **を翻訳した日本語版です。 

*A 6515446 03/25/2019 これは英語版 002-18629 Rev. *Aを翻訳した日本語版です。 

*B 6678076 09/27/2019 これは英語版 002-18629 Rev. *Bを翻訳した日本語版です。 

*C 6877942 05/20/2020 これは英語版 002-18629 Rev. *Cを翻訳した日本語版です。 
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